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令和５年 第３回 錦江町議会定例会会議録 

 

令和５年９月６日（水）午前１０時 

錦 江 町 議 会 議 場 

 （開会・開議） 

○笹原議長 皆さん、おはようございます。これから、本日の会議を開きます。 

ここで、欠席届につきまして、11 番、中野君より本会議欠席の届け出があ

りました。報告いたします。 

次に決算審査特別委員会における互選の結果については、委員長に 12 番、

落司君、副委員長に９番、小吉君が決まりましたので報告いたします。 

 （日程報告） 

○笹原議長 本日の議事日程は、あらかじめ配布しましたので、ご了承願います。 

 日程第１ 一般質問 

○笹原議長 日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。最初に、７番池

田君の発言を許します。７番、池田君。 

 （７番 池田議員 質問者席へ登壇） 

○7 番  

池田議員 

改めまして、皆様おはようございます。始まるに当たりまして、少し今回

の台風や長雨による災害に遭われた方々にお見舞いを申し上げます。また、

町道をはじめ多くの水路や土手の崩壊などの被害を受けた町に対しまして

もお見舞いを申し上げる次第でございます。災害関係はまた後ほどの質問の

中でいたしたいと思いますので。 

では、いよいよあと１か月ぐらいで国体での本町開催種目であります、自

転車ロードレースが開催されます。そこで、国体に向けて自転車ロードレー

スにおけるコースの準備と旧大原中跡地、照葉樹ビジターセンター公園施設

の活用について質問いたします。 

まず、10 月に行われる国体での自転車ロードレースにおける安全対策や沿

道の景観などの準備は万全であるか、教育長にお伺いいたします。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

 （畑中教育長 登壇） 

○畑中 

教育長 

おはようございます。まずは池田議員のご質問にお答えする前に、先般、

８月 22 日火曜日に実施いたしました、特別国民体育大会燃ゆる感動かごし

ま国体炬火リレーにおきまして、炬火ランナー子どもたちが 65 名、そして

スポーツ協会の落司道子会長並びに新田町長も参加していただきまして、67
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名のランナーの方が町内を駆け巡っていただきました。交流センター前をス

タート、ゴールとして９区間、4.5 ㎞をリレー方式で先ほど、池田議員から

ご指摘ありましたとおり、10 月 15 日の本大会に向けての町内の気運を盛り

上げていただいたと考えております。 

当日は、沿道から多くの町民の皆様の声援をいただき、盛会のうちに終了

することができました。皆様のご理解とご協力に深く感謝申し上げたいと思

います。ありがとうございました。 

それでは、池田議員の質問にお答えしたいと思います。自転車ロードレー

スのコースにつきましては、昨年開催されましたインカレ大会時の死亡事故

を受けまして、日本自転車競技連盟、鹿児島県自転車競技連盟、鹿児島県構

成４市町の実行委員会と協議を行い、本年３月に正式に新たなコースが設定

され発表されたところでございます。 

その後、コース整備の委託会社と打合せを重ねまして、安全マットや安全

柵、防護フェンスを増やすなど、安全対策の強化を図っています。また、イ

ンカレ大会時の緊急体制を見直すために、東京都にある株式会社スマートコ

ーチング社と救護体制総括管理業務委託を締結し、救護マニュアルの作成並

びに講習会等を開催し、緊急体制の強化を図っております。今後はさらに消

防署や警察署とも協議を重ね、万が一の事故に備えた対策を講じてまいりた

いと思っております。 

沿道の景観につきましては、全国から本町に来町される方々の皆様を歓迎

するために、花いっぱいボランティア総勢約 40 の個人、団体のご協力をい

ただき、約 540 プランター2 千本の花を町全体に装花する予定でおります。

また、町内の小中学生が作成いたしました、各都道府県の応援のぼり旗を会

場周辺に設置する予定であります。以上です。 

 （畑中教育長 降壇） 

○7 番  

池田議員 

７番。 

○笹原議長 7 番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

気運も盛り上がってきているとのことでございました。連盟とか４市町も

ですが、こういう方々とまた、いろいろ頑張っていかなければならないと思

います。 

540 プランター2 千本という、すごい数字も聞きましたが、やっぱり特に

町民の方々の協力をいただいてですね、景観につきましては、特に大根占の

町の玄関口である港団地入り口ですね。あそこの交差点は本当きれいに管理

がなされているようです。 

コースを見てみますと、私が気になったところですが１つ目は、城元坂か
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ら花の木までの間の小さな修理跡、レミファルトと言うんですか、何か小さ

い窪みを修理してありますが、そういう部分が気になりました。 

また２番目には、新田トンネルですが、トンネルの下の国道沿い麓川のほ

うですが、大雨が続くとですね、あそこの国道の山手のほうに水深は１ｍか

２ｍぐらいの少し小さい水たまりというか、僕たちは湖と言ってしまいます

が、あれがありましてそこから出水がすることがありますので、そこもちょ

っと気になりました。 

もう１つは、今回のコースの中で１番気になったのが、時計回りでしょう

から、新田トンネルを下って、それから大原小学校へ向かい、あそこのとこ

ろが直角に回るわけですね。そこで例えばですね、あそこを団子状態なんか

で差しかかったとき相当スピードを落とさないと危ないような気もいたし

ます。選手はそういったことには慣れておられるでしょうが、念のために例

えばマットとか、何か緩衝材のようなのが必要ではないのかと、私も心配し

ておるところでございますが、これらにつきましては現場を見てもらうなど

して検討をよろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、旧大原中跡地につきましては、現在どのような活用方法を考

えておられるのか。その１つとして、サイクリングチームの合宿場所として

活用する考えはないか伺いたいと思います。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。まず先ほどロードレースのコースの件ですが、池

田議員がご指摘がございましたとおり、道路の面が少し傷んでるところはな

いのかと、そこ辺りの補修体制はということでした。担当者のほうも関係市

町と実際に試走いたしまして、路面等も確認して、現在ですね 22 か所、コ

ース上で少し路面の心配なところがございましたので、地域振興局のほうに

それはもう申出てございます。大会当日に事故に繋がらないようにというこ

とで、それから安全対策の面については、専門の方々に見ていただいて、先

ほど言いましたとおり、マットとか防護柵とかしてございますので、我々も

それにまた見ながら池田議員からご指摘があった部分についてはまた、協議

の中で進めてまいりたいと思います。 

第２の質問の大原中学校跡地についてということですが、池田議員もご承

知かと思いますけれども、現在旧大原中跡については、町内の農家の方から

校庭と校舎の一部を農地と農業用施設として利用できないかという相談を

受けております。産業振興課とともに今後協議してまいりたいと思います

が、正式な利用の有無及び申請については、来年度になるのかなと考えてい
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るところでございます。 

ご提言されました、サイクリングチームの合同合宿についてということで

すが、かごしま国体自転車ロードレースの誘致、それからインカレ、照葉樹

の森ロードレースの開催の実績など競技開催の面、それから南大隅町の自転

車競技場が隣接していることなど、環境面、専門的な人材との関係も構築で

きることなどを考慮しますと、この南隅地区は自転車ロードレースの聖地に

なりうる可能性を秘めていると捉えております。ただ、合宿の誘致となりま

すと、道路等のインフラの整備のハード面、それから地元の同意、受入れ態

勢など、ソフト面の整備が重要課題となってくるのかなと推測されます。そ

のようなことからですね、廃校跡地活用の前に検討すべき事項が多数考えら

れるということも早急な廃校跡地の利用活用にはなかなか、課題が多いのか

なと考えているところでございます。 

なお、中学校の跡地施設等の有効活用につきましては、まちづくり懇談会

等を通して地域の方々と引き続き協議してまいりたいと捉えております。以

上です。 

○7 番  

池田議員 

７番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

ありがとうございます。平成 16 年ぐらいの頃でしたか、大原中学校が統

合になったときに、校舎跡を活用するための町からのアイデア募集の中で、

陶芸家などの若い芸術家を呼び込むとか、木工職人の作業場としての活用な

どを提案したこともございました。 

それからその後、ＮＰＯの方が２年くらいですね、若い方々向けに農業の

指導をなされたこともありました。また最近では、先ほど言われました地元

の若い苺農家さんがですね、グラウンドを土耕式ではなく、高設タイプのハ

ウスを造りたいとの話もまた一部聞かれましたし、近くでは大根占あたりの

方なんですが、何か耕作している人たちも中学校跡地を何か借りたような話

も一部あったようでございます。 

今回ですね、サイクリングチームの合宿場所として活用提言理由の１つに

はですね、プールがありますけども、プールがあればきつい練習後の火照っ

た筋肉のクールダウンに活用すれば、選手たちにとってとてもいいことだと

聞いたからです。それと、中学校統合で寂れてきた大原校区にも若い人たち

の活動があれば、今後また活気が戻ると思ったからでございます。このよう

なことから、行政側から積極的にですね、もう一度伺いますが、サイクリン

グチームへのアタックを試みる考えはございませんか、再度伺います。 
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○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

非常に先ほども言いましたとおり自転車については魅力のある地だと考

えております。そういう形で民間の方、またはそういう大学関係からのご相

談がもしあるとするならば、検討はしてまいりたいと思いますが、現状とい

たしましては、なかなか厳しいかなというふうに認識しております。 

ただ、不可能ではないとは捉えておりますので、もしそういう情報等が池

田議員のほうに来ておりましたら本町のほうにも教えていただければと思

います。以上です。 

○7 番  

池田議員 

はい、7 番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

よろしくお願いします。続きまして、本町開催のロードレースを機に錦江

町をサイクリングの町として整備、売り出す考えはないか町長に伺いたいと

思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えいたします。まず、サイクリングの町としての

整備についてでございますが、交通インフラ関係の整備について申し上げま

すと、本町の国県道及び町道は地形の起伏を利用して、南大隅高校や鹿屋体

育大学の自転車競技部のメンバーが、トレーニングコースとして利用されて

おりますし、今回国体のロードレースのコースにも選ばれ、サイクルスポー

ツの最適な地であることが実証されております。こうしたことから、インフ

ラについては既に整っていると思っております。 

また、観光・レジャーに関する備品の整備について申しますと、花瀬でん

しろう館を起点として花瀬自然公園内を自転車で周遊するため、レンタサイ

クル事業等を行っております。そこに貸出し用の自転車を 20 台ほど整備し

ており、毎年およそ 30 台の利用をいただいているところでございます。 

次にサイクリングの町として売り出す件についてですが、本町では、県自

転車連盟と共催で、照葉樹の森サイクルジャンボリーという本格的なロード

レースを開催しております。参加者は、小学生から 60 代まで幅広く、県内

外から多くのご参加をいただき、交流人口増加の役割を担っていただいてお

り、大会を通じて、自然豊かな本町の魅力をＰＲしているところでございま

す。 
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なお、県観光連盟が推奨するサイクリングのモデルコースが 128 コースあ

り、大隅半島にも 23 コースございます。そのコースには、本町の観光スポ

ットもございますので、サイクリングで立ち寄られる道の駅でのおもてなし

や観光地の景観づくりなど、本町としての役割を担ってまいりたいと思いま

す。加えて、大隅広域観光開発推進会議などと協力し、サイクリング観光で

大隅半島に誘客促進が図られるよう、様々な機関へ提案をしてまいりたいと

思います。以上でございます。 

 （新田町長 降壇） 

○7 番  

池田議員 

７番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

先ほど教育長とかいろんな回答の中と重なるところがあると思いますが、

本町は照葉樹の森ビジターセンターへのヒルクライムのルート、これは坂を

上るとか山を登るというような意味らしいですけども、これはきついばかり

でなく、登り切った後の達成感とか、また付近の景色を楽しむなどの理由が

あるらしいですが、それとまた、内之浦方面への国道４４８を使ったこのロ

ングコースですね。そして、いつも見ている田代周回コースとしても、とて

もコースに恵まれていると思えるからです。 

また、本町出身の選手はですね、いろいろ活躍している報道なんかも見受

けられるところでございます。子どもの世代から大人まで言えばですね、 

CO₂削減とか、ＳＤＧｓとかの観点からもですね、アウトドアスポーツの人

気上昇からも本当に求められるものの１つと考えます。ちょっとですね、私

は自転車の例えば故障なんかに対して、地元のやっぱり修理屋さんというの

も必要でございまして、１軒あるんですが、修理屋さんに対する支援という

か、そのようなことがもし何か考えられておられましたら少しお聞かせくだ

さい。なかったらいいです。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えします。先般炬火リレーのあった際にですね、

町内の１か所の自転車それから、バイクの修理をされる方と懇談をさせてい

ただきました。以前からですね、なかなかこの錦江町、南大隅町に事業者が

もう１社になってしまったと。その方が金融機関でしたり、郵政の関係でバ

イクの定期点検だったりそういったこともされているようで、なかなか手が

回らないというような実態のようです。 

私どもとしまして、直接的な支援ということはなかなか難しゅうございま

すけれども、やはり、事業継承を例えば、親族継承ではなくて第三者継承と
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いうようなものが、今後、私どもが進めていくローカルベンチャースクール

とかですね、そういったものと絡めてできるのであれば、仕事のつなぎとい

うことで、ご支援というのはできるのかなというのをそのとき感じた次第で

す。したがって、直接的な支援はできないと思いますけれども、できるだけ

この地域にいろんな産業が根づいていくことが、私どもとしましても町民さ

んとしても有用なことかと思いますので、そういった面からの検討というの

はありうるかなというふうに感じているところでございます。以上です。 

○7 番  

池田議員 

はい。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

私は以前、新田あたりにおりましたらですね、東京から来られた若い方が

サイクリングで日本を回っているということでしたが、路上で止まっており

ましたのでどうしたのかと聞きましたら、ギアの何かレバーなのか、それの

ワイヤーがですねちょっと切れて、短いこれぐらいのワイヤーが必要である

と、そういうことだったので、車に乗せてですね、田代、大根占、根占に行

ってやっとですね、本当はそのワイヤーは大きな長さで販売してるらしいで

すが、それを短くしてもいいですよということで対応してもらったことがあ

ってすごく喜ばれたんですが、その自転車屋さんがあることによってです

ね。だから、やっぱり今後サイクリングの町となると思いますので、やはり

その修理屋さんが１つあるということも１つの町としてのアピールになる

と思いますので、それは何か考えていかなければならないと思うところでご

ざいました。 

次にですね、県が管轄する照葉樹ビジターセンターの公園施設をキャンプ

場や子ども用自転車の遊び場、また、サイクリングの基地としてセンターに

協力して、観光推進していく考えはないのか伺いたいと思います。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えします。サイクリングの普及の拠点として照葉

樹の森ビジターセンターにご協力をいただき、観光の推進につなげる考えは

非常に良いことだと思います。 

ビジターセンターを管轄する県の担当部局へ問合せをさせていただきま

した。その結果、県からは照葉樹の森内には、サイクリングロードとして、

マウンテンバイクコースを整備しておりますし、また、サイクリングでお立

ち寄りの際は、稲尾岳ビジターセンターを休憩場としてご活用はできますと

のことでございました。 

なお、ご質問にありますよう子ども用自転車の遊び場やサイクリングの基
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地の整備については、町から具体的な提案を受けた際に本施設の設置目的や

整備費用の課題などを踏まえ、県としてできる範囲内で検討してまいりたい

と考えておりますということでしたので、本町としましても、ビジターセン

ター周辺や本町の観光施設周辺をサイクリングで楽しめるような取組を検

討し、県と協議をしてまいりたいと考えておるところでございます。以上で

す。 

○7 番  

池田議員 

7 番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

ビジターセンターはですね県の管轄でありまして、現在トレッキング人気

にあやかって、年間を通じて沢登りとか、滝めぐり、それから稲尾登山等、

イベントが占めておりますが、開設当時はすごい賑わっておりまして、子ど

もたちの三輪車の遊び場とか、それからキャンプ場、休憩場などだったんで

すが、最近は来客がほとんどトレッキング以外の来客というのがないみたい

で、結構寂れて草もちょっと生えているようでございます。 

私は、与論島などからの来客に対しましては、できる限りここを案内して

喜ばれておるところですが、そのようなことから先ほども言いましたヒルク

ライムサイクリングコースの終点とかですね、今回、休憩場として町と協力

しながら活用されればいいと思っているところでございます。 

これで終わりですが、今回の国体の会場となったことで、ロードレースの

町、そしてサイクリングの町として錦江町もいろんな方面から注目が集まる

と思います。安心安全なすばらしい国体自転車ロードレースとなりますよう

に願っております。 

続きまして、防災減災対策についてのことですが、今回の大雨によりまし

て、特に大原地区、新田地区、盤山地区、鶴園地区は甚大な被害を被りまし

た。旧大原中学校下や盤山公民館の近くの道路は、大きな土砂崩れで通行止

めになっておりました。質問は、まず台風や大雨による災害防止のため、側

溝の詰まりの解除や大きさ、また、農地造成の際は土手の傾斜に基準を設け

るなど検討する考えはないのか、お伺いします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えします。台風や大雨時の側溝の詰まりの要因に

つきましては、樹木や土砂などが詰まって起きることがほとんどで、今後も

技術職員に現場を確認させて、迅速に対応してまいりたいというふうに考え

ているところです。また、日頃から災害防止を図るため、落ち葉や土砂等の

堆積している側溝は清掃作業など管理を重要視していきたいと考えており
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ます。 

次に、農地造成の際の法面の傾斜については、土地改良事業計画設計基準

等を参考に決められておることから、独自の基準を設けることは考えており

ません。以上でございます。 

○7 番  

池田議員 

はい、７番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

側溝の規格が小さかったりするとですね、溢れ出した水で、土手の崩壊な

ど、災害につながる危険性が高まると考えられます。予防のためには見回り

を行い、埋まっている土砂の除去やトラフの大きさを考え、防災、減災に努

めなければならないと思います。道路などの土砂崩れは、道路改良や畑地造

成の際にぎりぎりまで圃場を確保するあまりですね、土手の急傾斜がこの崩

壊の原因になっているケースも見受けられます。今後は、災害の起こりにく

い造成を心がけなければならないと思うところでございます。 

ところで、盤山公民館近くの土砂災害は一応の土砂は取り除いてあり、２

トントラックまでは通れるんですが、ここは茶の摘採車を積んだトラックが

よく通行するところでありますし、少しカーブになっているところでござい

ますので、ちょっと通りにくいという声も聞きましたので、もう少し広げて

もらいたいとの要望もありました。 

また、崩落現場の上のほうにはですね、滑りやすそうな大きな石もまだあ

りますので、今後も注意が必要かと思います。それと、富田坂の急カーブの

ところの路面上の剥がれはですね、前は小さかったんですが、今度の大雨で

ひどくなってきておりますので、また対応が必要かと思います。 

ここで質問ですが、川原、鶴園、平石、半下石、壱崎の川の増水に対する

今後の対応をどうするのか。また、下自治会の民家への流水及び付近の側溝

の排水対策を再度、県に要望できないものなのか、伺いたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えします。８月の８日から９日にかけて襲来いた

しました台風６号は、速度が遅く、錦江町でも長時間にわたって風雨にさら

されたところでございます。特に上場の池田地区の半下石、壱崎自治会では、

神之川が増水し、一部の水田が冠水しました。また、田代地区の上原、鶴園

平石自治会では雄川が増水し、氾濫が起こり、河川沿いの水田が冠水しまし

た。幸いにして、床下浸水が２件、床上浸水が１件ということで、人的被害

はございませんでした。 

今回の災害はほとんどが、県が管理する河川周辺で発生しており、いち早
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く、森山国会議員にも来訪いただいて、その後、県大隅地域振興局の建設部

長にも駆けつけていただいて、現地を確認していただいたところでございま

す。今後の対応としましては、県大隅地域振興局、それから河川港湾課等と

協力、連携して河川の増水、氾濫の原因究明と今後の対応を協議してまいり

たいと思います。現時点での県への要望事項については、河川内の寄り洲除

去や支障木の撤去、しゅんせつ工事等を強く要望をしたところでございま

す。 

次に、下自治会の民間への流水及び付近の側溝の排水対策につきまして

は、建設課に現場を確認させ、再度大隅地域振興局建設部に要望書を提出し

たところでございます。以上でございます。 

○7 番  

池田議員 

7 番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

ありがとうございます。まず川原、鶴園ではですね増水した川が溢れ、両

わきの田んぼに砂まで流れ込み、あたり１面が海のように広がっていたと聞

いております。流木はですね、切り株だけじゃなくて立ち木１本ままのやつ

も流れたと言っておられました。 

それから、鶴園橋から下流の両側にはところどころ大きな木の枝なんかが

あってですね、流れを阻害しているようでございます。 

ダムの上のほうにあります、馬渡橋ですが、その付近は九電の敷地も入っ

ておるようで、ひょっとしたら川の両サイドは、九電の管轄かもしれません

ので、それも皆さんは分かっていると思いますが。それから何年か前にです

ね、県にはお願いして大きな鶴園の寄り洲ですね、その橋のちょっと上の大

きな寄り洲もある程度除去していただいたんですが、また、砂利も積もって

ですね、大きくなって、流れがまたあそこを本当極端に悪くなっているよう

な気がします。 

先ほど、森山代議士や振興局の方などが現地確認をされたということで、

とてもありがたいと思っております。そこでやっぱり、あとはですね、九電

や振興局にお願いして、早めの対応が求められると思います。 

それと平石の店の橋ですね県道にある鹿吾佐線のあそこがいつも平石の

上のほうは、大雨になりますと今回も橋まであと 50 ㎝ぐらいのところまで

上がったような跡がありましたが、あそこは今回用地交渉ですね、予算化が

なされていると思いますが、その予算化の進捗状況とか土地交渉なんかはど

んな状況か伺いたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 
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○新田町長 詳細につきまして、建設課長から答弁させます。 

○宮園 

建設課長 

はい。 

○笹原議長 はい、建設課長。 

○宮園 

建設課長 

池田議員からの質問にお答えいたします。ただいまですね、用地交渉に入

っておりまして、その用地が交渉次第、次年度にですね、予算化をしたいと

思っておるところであります。以上です。 

○7 番  

池田議員 

 ７番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7 番  

池田議員 

近くの住民も不安でたまらないとのことでしたので、早い改善が望まれて

おります。先ほども言われました半下石や壱崎もですね、田んぼへの氾濫が

あったようですが、壱崎の寄り添も以前ですね、振興局にお願いして中の寄

り洲を一層除去してもらった経緯もございますが、またここも川が上がった

と聞いております。 

次、下自治会の件ですが、これは国道沿いの縁石がですね、１個外れてお

りまして何年も前から町を通じて、振興局への要望が出されておりました。

その後、私も現場写真とか地図、要望書などを添えてですね、振興局にもお

願いに伺った経緯がございますが、一向に改善がなされず、もう下におられ

る住民の方がですね、個人でセメントを使って工作を試みたんですが、ちょ

っとこれぐらいの小さいあれですが、それでも今回大量の水が自宅の庭とか

近くの畑に流れ込んだようです。この付近は国道の上丸重建設とあります

が、大根占方面の坂のところからと、それから採石場がありまして、あそこ

の付近からの水がですね合流して、すごい水が国道沿いを流れてですね、下

の下公民館とか、その下にあります、畑とかハウスとかそこに流れ込んでい

るようでございます。再度振興局へですね、改善の要望を出していただきた

いと思います。 

それと、ついでなんですけども、田代の鵜戸野橋のですね、すぐ近くに人

家が１つありまして川沿いの土手がですね、こんな大きな雨になりますと、

削られていくらしくてですね、土手が。私も見ましたが、やっぱりそこは護

岸なんかが必要なんじゃないかなという住民からの声もありましたので、こ

れも含めまして、振興局のほうへ再度、これも要望してもらいたいと思って

おります。 

最後になりますが、今回の災害を目の当たりにしまして、あちこち見て回

った中で、私が感じたのは、このような災害はいつでも起こりかねないとい

うことでございました。それで、災害復旧費もですね、今後すごく膨れ上が
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ると思いますが、災害に特化するふるさと納税の在り方を考えたり、また、

自主防災組織の強化においては、台風が小さくてもですね、線状降水帯発生

の予報が発表され、災害が予想される場合には、付近の水路の氾濫や崖崩れ

が起こる可能性がありますので、もうその前にですね、直ちに自分の家族と

連絡をとってもらい、家族の元へ避難されるか、あるいは最寄りの避難所へ

避難するか早めの対応を行政のほうから自治会長さんを通じてですね、住民

へ周知していただきたいと思っております。 

また、労力削減を理由にですね、最近、除草剤も幅広く利用されておりま

すが、根っこまで枯れる除草剤はですね、使い方を誤ると土手の上なんかに

例えば、水の側溝なんかがあるところの土手側に使ったりするともうボコボ

コなって、災害になりやすいですので、ここあたりもやはり行政の広報の１

つでですね、そういう除草剤の使い方、気をつけてくださいというのも、周

知したらいいんじゃないかなと思って、ご指導をお願いしたいと思います。 

最近ではですね、行政側も職員の減やまた土木業者もだいぶ少なくなって

おります。災害を減らすためにはかねてから、道路の問題などは自治会長さ

んを中心にした自助、共助、公助の在り方を含めですね、早めの連絡のお願

いを広報などで周知してもらったほうがいいと思います。以上で、国体の自

転車ロードレースと災害についての質問を終わりたいと思います。 

 （7 番 池田議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここで５分間休憩いたします。 

 休憩 10：37 

再開 10：42 

○笹原議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、８番、川越君の発言を許します。８番、川越君。 

 （8 番 川越議員 質問者席へ登壇） 

○8 番  

川越議員 

通告をいたしました２点について伺いたいと思います。まず、全国学力テ

ストの結果と課題について、これは毎年で恐縮ですが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

本年４月に小学６年生、それと中学３年を対象といたしまして、全国学力

テストが実施をされました。小学６年生については国語と算数、それと中学

校３年については国語と数学と英語というようなことで、実施がなされたと

ころです。その結果も新聞等で報告をされまして、特に大きく目を引きまし

たのが、話す力について生徒の英語の回答率が 12％という大きな見出しで

あったわけであります。そういうことも捉えながら、本町の結果とそれに対

するその改善点、課題というようなものが、話合いがなされたのか、その辺

をお伺いしたいと思います。 
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○新田町長 はい。 

○笹原議長 教育長。 

 （畑中教育長 登壇） 

○畑中 

教育業 

それでは、川越議員の質問にお答えしたいと思います。ご指摘のとおり、

令和５年度全国学力学習状況調査が、４月に小学校６年生、中学３年生を対

象に今回はご指摘がありましたとおり国語、算数、数学の２教科に加えまし

て、中学校では４年ぶりに英語が実施されました。その結果が７月末に公表

されまして、新聞報道等でもあったところでございます。 

本町の結果ですが、小学校６年生につきましては、国語と算数共に全国を

やや下回る状況でございました。中学３年生につきましては、逆に国語、数

学が全国を大変大きく上回ると。鹿児島県においては、中学校の学力が非常

にと言われる中で本町におきましては中学校が特に頑張っていたなという

ふうに考えているところでございます。 

英語につきましては、全国をやや下回るような状況ということで、それか

らご指摘がございました、中学校の英語の話すことにつきましてですが、全

国の正答率が非常に厳しかったということですが、本町だけを捉えますと、

この部分は大変全国よりも高い状況でございました。 

本年度は、小学校でやや下回ることがありましたので、課題が少し残るか

なと。中学校におきましては、これまでの取組の成果が十分表われつつある

のかなというふうに担当としては捉えているところです。 

小学校での課題といたしましては、国語の複数の情報を用いて自分の考え

が伝わるように書く問題。それから、算数では変化の関係ということで関数

の関係においては少し落ち込みが見られました。 

それから、中学校では英語の社会的な問題に関して聞いたことについて、

考え、その理由を話す問題にやや課題があるのかなというふうに捉えており

ます。それから、与えられた英語を適切な形に並び替えたり、不足してる語

句を補ったりする問題にも多少、課題が残るかなというふうに捉えていると

ころです。 

このような課題が見えたところからですね、今後取り組むべきことを大き

く４点考えております。 

まず１点目は、今回出ました問題等をもう１回分析しまして、通過率の低

かった領域等については、演習問題等、または類似問題等を取り組むための

補充指導という形の計画をしっかり立てること。そして、それを学校全体で

当該の学年だけでなく、学校全体として取り組む必要があるかなと捉えてお

ります。 

２つ目には、先ほど言いましたとおり、複数の情報を自分でどう考えたの
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か、いくつかのデータをもとにしながら自分なりの考えを書いたりとか、そ

れから友達と話し合う、つまり対、友達または先生方との交流を通した学習

という対話的な学習の時間が必要ではないかなと捉えております。そこを十

分頑張ってほしいというふうに指導してまいりたいと思います。 

３つ目には、やはり自分の考えを学習を振り返って、取り入れたりとか、

他者のことを参考にして自分はこんなふうに学習がまとまったというよう

な授業時間の終末の時点で振り返り活動の場を設定することが、これまでも

やってきておりますが、そこあたりも大切にしていきたいなと思っておりま

す。 

それから最後になりますが、今回課題となった問題、領域について、来年

度を見越して、指導計画を見直して指導計画の中にちゃんと明記して、学校

全体として、全職員で取り組む方向に取り組んでいきたいと。 

それから当該学年、今ご指摘がありました、小学校６年生、中学校３年生

だけの問題じゃなくて、その６年生の前段階でどういう内容というのをお互

い共通して取り組ましていきたいなと思っております。 

それから、学力問題と同時にですね、並行して実施されたのが学習状況調

査、子どもたちに対する学習に関する質問紙というのがございます。そこを

重点的によく私たちも分析するんですけども、小・中学校ともにですね、授

業におけるＩＣＴ機器の活用、つまり個人で持ってますタブレットとかそれ

から、電子黒板とかいうのを昨年、一昨年とご理解いただきしまして、学校

に導入してるわけですが、活用率が非常に高いという全国的、または県内全

体でいうと非常に課題が残ったというふうに新聞のコメント等もあります

けれども、本町におきましては、積極的にほぼ毎日、並びに少なくとも週の

うち 3、4 回は必ず使っていますよという子どもたちの回答ですが、子ども

たちが使ってますという回答でした。 

小学校においてはですね、やはり課題として残っているのは、例年課題に

なります自己肯定感、自分のやっぱりそういうところがもう少しかなと。そ

れから、外国への興味関心、それから、新聞を読んでいるかということなん

か、昨年もこのことは課題であったわけですが、なかなか家庭で新聞をとっ

てらっしゃらない方も多いですので、今、学校としましては、新聞はとにか

く複数社とっております。ただ、とれない家庭があるということを前提にし

ながらその新聞を有効に活用する手だてを今講じているところでございま

す。それから、中学校においては、逆にですね自己肯定感は非常に高くなり

ました。やはり、これまでの指導の成果がここに表われてきているのかなと。

やはり中学校３年生ですので、小学校から中学校において取り組んだ成果が

徐々にというそういったことです。やはり、見えてきてるなと。 
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そして何よりもうれしかったのはですね、先生が自分のことをしっかり認

めてくれているというこの割合、つまり信頼関係がしっかりできてるという

ことが、子どもたちの結果として表われました。これは全国に対しても非常

に高い割合だったということで、先生方に校長先生を通しながらですね、是

非、このことを先生方にもお伝えくださいと非常にすばらしいことです。今

後もこのことが続けるようにお願いしたいと思いますということを感じま

した。 

中学校の課題としてはですね、これも例年なかなか改善が難しいところで

すが、平日の学校以外での勉強時間。これがやはり、なかなか伸びていかな

いというか、ある程度の学力があるからもうそれで安心しているのかもしれ

ませんけれどもそこあたりをやはり、家庭学習の在り方ということで、今後

また取り組んでいく必要があるかなと思います。 

これらのことについて、各学校でもですねこの長期休業中の研修として、

結果をもとにした分析をされ、実態に応じた課題を解決するための２学期か

らどんなことをするかと。先日も校長研修会を行ったわけですが、その中で

も中学校単位でですね、田代地区、大根占地区の小・中で校長先生方が、協

議しながら、小・中で子どもたちの学力について取り組んでいこうというこ

とを協議したところでございます。教育委員会といたしましても、学校と連

携をしながら、錦江町の子どもたちの一人一人の学力の充実に向けて取り組

んでまいりたいと思います。以上です。 

 （畑中教育長 降壇） 

○8 番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 はい、８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

学力については、全国よりも、ということで安心をしたところでございま

す。先般、書く力、あるいは表現をする力というのが少し劣っているなと去

年の課題でしたが、そこで、複数の新聞等の購入も提言をいたしたところで

ございます。そういうものが結果的に良い方向に表われているということ

で、安心をしたところです。 

それから、タブレットを使った家庭学習にこれがよく有効に使われている

かという質問も徹底をしてまいりましたところですが、これについても小学

校については非常によく使われているけれども、中学校においては、学習時

間がちょっと足りないような、あるいはゲームとかそういったものに左右さ

れるのかなというような懸念もあるのかなというふうにとりました。それは

学習の結果について、あるいは対応については十分な検討がなされていると

いうふうにありがたく思っております。 
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関連をいたしますが、学校に出て来ない子、不登校の学習の支援について

は、どういうふうになっているかと毎年尋ねておりますので、今回も１学期

不登校になった子が何人いるのかなということと、その子の学習の支援とい

うようなものについてもついでにお尋ねをしたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。今、全国的に不登校の子どもたちが増加傾向にあ

るということ。本町におきましてもやはり、不登校の子どもたちがございま

す。現時点で小学校２校に２人おります。それから、現時点で 30 日以上の

欠席をしている者というふうにカウントしております。 

それから、中学校においては、１校に全部で９名の 30 日を越した子ども

たちがございます。それについては各学校とも、個別支援シートというのを

作りまして、それぞれこの子どもに対してはどういう関わりをしましょうと

いう形で、それぞれこの夏休みの期間中もですね、ご協議いただいて、個に

応じた取組を今後進めていこうということはしております。 

ご指摘の学力保障ということでのご質問かと思いますが、可能なところは

ですね、持ち帰りのタブレット等も家のほうで使っていただくことも、取り

組んでおりますし、またはプリント等とか、担任がこまめにまたは担任以外

の先生方も家庭訪問をしたりしながら、取り組んだり、また学校に来たとき

のチャンスを伺いながら、個別指導を取り組んでおりますが、なかなか学校

に来れないということから、学力の向上というのはなかなか厳しいところも

あったりします。不登校の子どもたちについてもですね、今オンラインでの

タブレットを通した授業も見ることは可能ですので、そういうところなんか

はまた、本人または、家庭の状況が許せばですね、進めてまいりたいなと思

っております。 

それから、昨年不登校で中学３年生で卒業した子どもたちもございます。

高校進学ということで高校に進学した子どもたちもいます。その中にはです

ね、地区内の高校に進学して、中学校時点ではなかなか厳しかった子どもが、

現在その高校で欠席ゼロです。だから、子どもは変化するというわけじゃな

いのですが、変わるチャンスがありますので、そこらあたり活かしながらで

すね、我々も諦めないで子どもたちの関わり、そして取組をしてまいりたい

と思います。以上です。 

○8 番  

川越議員 

はい。 
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○笹原議長 ８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

不登校の子どもについては、昨年来から十分な学習の指導をしていただい

ていることは承知をいたしております。ただ、ここに来て８月の末ぐらいか

ら、フリースクールの問題が非常に大きくクローズアップされたというのは

もう、教育長もご存じのことと思います。 

このフリースクールについての考え方なり、あるいはその今ここで国がで

すね、学校の空き教室を利用した子どもの受入れをしてくれる部分につい

て、補助金を出していくというような方針も示しているわけですよね。こう

なったときに、フリースクールなのかそれとも、校内のこういった校内フリ

ースクールなのかというようなことも私も考えるわけですが、この辺につい

ては今後、教育長はどういうふうにお考えになりますか。 

○畑中 

教育長 

はい。 

 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

現在ですね、肝属地区内にフリースクールと言われる学校がございます。

本町からも、昨年も１人、それから本年度も１人というか昨年度、３年生で

したから、もう卒業しましたけれども、本年度もフリースクールのほうに通

ってる子どもがおります。曜日を決めて、週のうち２日間はフリースクール、

残りの３日間は学校という形でですね、学校とフリースクールが非常に連携

をとり合いながらですね、非常にうまく進んでるなと。先ほど言いました高

校で頑張っている子どもがいますと言いましたけども、フリースクールの経

験者です。そういう形でやっぱり子どもの状況に応じて、不登校というのは

一律にこうあるべき、またこういう指導法が有効というわけでございません

ので、その子に応じながらということで、現在、１人の子どもが今言いまし

たとおり通っております。ほかにもですねフリースクールを学校のほうから

も、こういうのもあるよというふうに保護者のほうに連絡して、１回だけ面

談に行かれたというとこもありましたけどもやはり、その子に合わなかった

のか、その後が続かなかったというふうに報告を受けているところでござい

ます。 

フリースクールの費用についてはですね、非常にありがたいことに無料で

す。そして送り迎えも向こうのほうがしてくれます。ですので、保護者負担

またはそういうのはかかっておりません。 

それから、校内に支援室みたいなできないか、適応教室みたいなのができ

ないかというご指摘ですが、それにつきましては各学校でですね、そういう

部屋を設けながら、子どもが来たときに、例えば、保健室がよく子どもたち

が来るんですけれども、それ以外にも空き教室をうまく利用して、そこで学
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習をしたりとか、空いてる先生方が声かけたりとかしながら、対応していら

っしゃいます。まず、その対応を我々としても見守っていきたいし、サポー

トしていきたいと思いますが、今後また、不登校の子どもたちが増える状況

があれば、まずは、地区内でですね先ほど言いましたように支援教室の充実

のために取組をなかなか単独市町村でというと非常に高額の予算、国の補助

あるかとは言っても、なかなか継続的には難しい面がありますので、大隅地

区で拠点しながらどうだろうかというのを我々として今、協議しているとこ

ろでございます。そういう子どもたちが１番は増加しないことが大切なんで

すが、子どもたちの生きづらさといういうところも踏まえながら、取り組ん

でまいりたいと思います。以上です。 

○8 番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

今回コロナもある程度解禁されまして夏休みも子どもたちも、いろんな形

の中で夏休みを楽しんできただろうと思います。新学期始まって、また前の

学校に行くそういった生活に帰るわけですが、そうなったときに不登校であ

ったりとか、あるいは自殺とまで言いませんが、そういった危機感も出てま

いります。ですから２学期は体育祭とか文化祭とかいろんな学校の行事もい

っぱいありますが、そういうのを踏まえてですね、子どもたちの心の健康と

か体の健康もあわせて、ぜひ見守っていただくようにお願いを申し上げま

す。 

それと不登校の子どもについては、これはもうずっと今から考えていかな

ければならない問題ですが、先ほど申し上げましたようにフリースクールの

活用であったり、校内のフリースクールであったりというのはもう当面です

ねやっぱり検討していかなければならないような問題であるように思いま

す。これまでは養護室にちょっと行ってっていうような、形態もあったわけ

ですがそれで済まされないような状態もあるのではないかなというふうに

考えます。 

私もテレビ等見ておりましたが、不登校の子どもを持ってる親も大変、子

どもも大変、抱える学校も大変、教師も大変ということで、１番反省をした

ことは学校に行けっていうの反省しましたと。１番よかった点は、学校を休

みなさいと言ったのが非常によかったというふうな反省等も聞いている。現

状はそういうような子どもたちの状況です。ですから、その辺はこれからや

っぱり、行政がどういうふうに対応していくのか、そういう子どもたちが受

入れやすいような形の形態の在り方というのが、問われていくのではないか

というふうに考えましたので、今回質問させていただきました。 
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それとですね、今回学力テストにおいて反省点は先ほども話をしましたと

おり、話す力というようなことで出題をしたのに対してポイント減といった

ような結果が出ているわけですが、これについても説明も難しかったという

反省もありました。しかしながら、今日のような国際社会においてやっぱ子

どもたちが、英語も話せないとなかなか大変な時代も来るのかなというよう

なことも考えているところです。 

本町においてもですね、コミュニケーション能力や語学力の向上を目標に

外国語教育の充実を図るとする施政方針もあることから、まず、児童生徒を

対象とするイングリッシュ・デイキャンプの開催について、どのように開催

をされたのか、問題点はなかったのか伺いたいと思います。 

もう合わせてついでですので、町内の幼稚園、保育園での英語教室の実施

状況等もお知らせいただければいいと思います。よろしくお願いします。 

○畑中 

教育長 

はい。 

 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。英語教育の充実というのは町長の施政方針でもご

ざいますし、また、これからのグローバル社会に生きる子どもたちにとって

やはり大切な領域だろうと思っております。先ほどの答弁の中で、話す領域

については全国に対して本町は高かったと。ただ、高かったといってもです

ね、これがそんな 12％と、15、6％というような状況ですので、決して褒め

られる状況でござせんので、そこはまた十分取り組んでまいりたいと思いま

す。 

その施策の１つがですね、英語教育の充実の中で議員ご指摘のとおり、幼

稚園教育の保育園での取組み、それから、幼児期からの外国語指導、それか

らイングリッシュ・デイキャンプというのがございます。昨年度からスター

トした内容でございますが、町内４つの幼稚園、保育園でですね、月に２回、

大体１時間から 40 分程度、子どもたちですから、それぐらいが精いっぱい

かなと思います。外国語活動、英語活動を行っております。幼稚園、保育園

では、このことの目的は何よりも外国語に対する抵抗感を拭うということだ

ろうと思います。交流し合うのは楽しんだよっていうのを幼稚園保育園のう

ちにしていきたいと。だから、英語に慣れ親しむということを目的にしてお

ります。それから、内容といたしましてはですね、歌や手遊びなど、絵を通

して簡単な単語を発音したり、また音楽に合わせて体を動かすリズム運動と

か、リズム体操なんかを取り組んで、楽しく学んでいる様子を見かけるとこ

ろです。 

昨年から実施しておりますイングリッシュデイ・キャンプですが、先般の



- 20 - 

 

新聞でも載っておりましたので、ああいう形になるんですけれども、目的と

いたしましては、幼稚園、保育園が英語に親しむ、楽しむということを主眼

に置きながら、小学校につきましては今度は、発達段階、それぞれ１、２年、

３，４年、５，６年とありますから、それぞれの発達段階に応じての語学力、

それから今言われてるコミュニケーション能力っていうのを学校でも教育

課程の中に位置づけながら取り組んでますが、それを活かす場、つまり、日

本の不得手なところは結局、文章でとか教科書では読んだり書いたりするの

は得意なんだけども外国の方が来ると、だまり込んだりとか、そういう状況

があるから、そういう活かす場を何とか確保してあげたいということで、ス

タートいたしました。ですので、幼稚園教育の外国活動に親しむということ

とあわせて、自信や希望を持って語っていいんだよ、グローバルなこの社会

を行くためには、やはり言葉の違う方々も英語だけじゃないですので、より

積極的に関わっていくということを取組みたいと思います。 

私もデイ・キャンプを見に行ったわけですけども最初はですね、本当に固

まってます、子どもは。大人もそうだと思いますけれども、でもだんだんで

すね、交流していくうちにですね子どもたちが力が抜けてくるんです。抜け

てくると自然と片言、２言がですね、出てきます。そういう場、こういう体

験が大切なんだなと思っているものです。 

この本年度は、８月の 28、29 日に両日、全部で 25 名の子どもたちが参加

してくれました。ＡＬＴはですね、もちろん本町のＡＬＴが中心となります

けどそれ以外にも、全部で５名のＡＬＴが来てくれました。遠くは、福岡の

本部のほうから。それから、薩摩川内市、垂水、肝付町というところで取り

組んでます、ＡＬＴの先生方が来て、もちろん子どもたちは初対面。初対面

だからこそ、緊張するんです。緊張がだんだんほぐれてくる姿を目の当たり

にしまして、非常に私自身も楽しく見さしていただきました。 

活動といたしましては、低学年のほうではですね、英語のすごろく遊びと

か、それから色や動物の名前を言ったりとかいう行動、発音してみるという

か、中学年ではですね、店員さんとお客さんのごっこ遊びですよね。ピザの

トッピングは何しますかとか、何かそういう会話を通しながら。高学年では

少しレベルを上げて、英語での謎解き遊びとか、それから宝物を探す活動と

かいう形で、それぞれ発達段階に応じながら、交流を進めながら。今後とも、

やはりこういう活動をですね、やはり小さいうちから取組みながら、もちろ

ん学校で外国語活動、それから英語を取り組んでますが、外国の方とそうい

う交流を通しながら、出せるんだよというところ、主眼に置きながら、取り

組んでまいりたいと思います。以上です。 

○8 番  はい。 



- 21 - 

 

川越議員 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

年代に応じていろんな取組があって、英語の間、特に話すというような形

で、外国語の教育の充実を図るという目的に向かって頑張っていただいてい

るようでございます。 

８月の 18 日にですね、県の教育委員会主催で鹿児島県レッツエンジョイ

イングリッシュデイというのが、県内の中学校 67 名が参加をしたというふ

うな記事に触れたわけですが、こういうような取組みに私たちの中学校から

手を挙げて出ていく可能性というのはあるわけですか。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。先ほど 25 名と小学校の子どもたちだけ言いまし

たけど、中学校はそういう県の事業があるものですから、もちろん募集はし

ましたけども、中学校はそちらのほうに参加しております。ですので、もち

ろんみんなが行ったわけじゃございませんけども、それがどっちにもやはり

積極的に関わっていってほしいし、学校もそういうつもりで子どもたちに声

をかけているようです。以上です。 

○8 番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

ありがとうございました。そこでですね、錦江町が実施をしております、

ふるさと納税を活用した公営塾のことでございますが、児童生徒について

は、家庭学習の補填あるいは、基礎学習の向上といったものが目的であって、

高校生については進学を目的とした公営塾というのが無料で開催をされて

いるわけです。ここに来て１つ提案は、英会話に特化した公営塾の検討をす

る考えはないのか、町長にお伺いします。 

○新田町長  議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 川越議員のご質問にお答えします。英会話を含め英語教育についての重要

性は先ほど来、議論があるようにしっかりと認識しているところでございま

す。公営塾につきましても、昨年度から、小学生の英語検定に向けた授業に

も取り組んでおり、小学校３名が昨年英語検定５級に合格したとの報告も受

けているところでございます。 

また本年度、夏期講習の中でも、英会話に特化した事業ではございません
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が、英語検定を目標に小学校５年生から中学校３年生まで、１クラス７名程

度の小人数で、合計８クラスが外国人講師による英会話の授業に取組始めた

と聞いているところです。 

今後につきましても、引き続き公営塾での英語教育、英会話等は充実させ

ていきたいと考えておりますが、英会話に特化した公営塾につきましては、

現在ある公営塾の中で、英会話をより強化していく方法が良いのか、英会話

に特化したクラスを別に設ける方法が良いのか、より効果の上がる方法、よ

り効率的な方法を検討してまいりたいと思います。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○8 番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

公営塾についてもいろんな形で、それから学校においてもいろんな形で取

り組んでいらっしゃるということで、特化した公営塾については、今後検討

をしていただきたいというふうに要望にとどめておきたいと思います。 

次に、小学校統合についてでございますが、先般、一般質問で小学校の統

合については質問をしたところでございます。小学校の在り方検討委員会の

提言を受けまして、前回の一般質問での回答をいただいたわけでございます

が、その回答については、まちづくり懇談会で地域の意見等を伺いながら進

めていきたい旨というふうに聞いております。 

また、本年９月ぐらいまでには統合についての目途に方向性を出したいと

いう町長の回答でございました。そこで、小学校統合に関してまちづくり懇

談会でどのような意見、提言がなされたのかということをお聞きしたいと思

います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 川越議員のご質問にお答えします。小学校の在り方についてというテーマ

で４月の 28 日の大原地区を皮切りに、６月１日の城元地区まで町内 10 地区

でまちづくり懇談会を開催いたし、144 名の参加をいただいたところです。 

まちづくり懇談会では、初めに私のほうから、錦江町の現状と課題、そし

て、錦江町が目指そうとしているところ、基本的な施策の内容、それから、

提言内容等を説明した後、教育委員会のほうから、今後の児童数の推移、そ

れから先般開催されました、小学校の在り方検討委員会の提言内容等につい

てご説明をさしていただき、その後意見交換を実施しました。 

意見交換の中で出された主な意見としましては、小学校児童数の減少から

統合についてはやむを得ないというような意見が多くあり、また、児童数が
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少なくても手厚い指導による成績の向上など、良い面の意見もあったところ

でございます。集団での活動や意見の深まり等について、ほかの学校と交流

学習などを行っていますが、児童の心身の成長や学習面からある程度の人数

の中で教育を望む意見が多くございました。 

また、令和３年度から各小中学校でも、学校の在り方について検討を行っ

ており、統合の時期や方法など、いろんな情報が錯綜している状況から、不

安を抱いていらっしゃる保護者の方々がいらっしゃることも分かりました。

１人学年の保護者の不安や交流学習で楽しんでいる様子も出され、また、高

校進学等により、大規模な学校での人間関係の構築や学習についていない子

どももいるなどのご意見もあったところでございます。 

提言内容につきましては、町内全体で１校というのは時尚早という意見が

多くあり、大根占地区と田代地区それぞれの統合については理解するという

ご意見もございました。提言書の中にございました、神川小学校が当分の間、

単独で運営されるということについては、今後の児童数の推移等も見て、数

年後には再度統合について検討すべき時期が来るのではないかというご意

見もございました。 

統合により小学校がなくなる地域の在り方については、子どもは地域に居

住していることから、これまで以上に公民館活動の在り方や地域活性化対

策、跡地活用などをあわせて検討してほしいというご意見も寄せられており

ます。 

そのほか、今年度からスタートしております、山村留学による世帯の増加

や宅地や住宅の整備、働ける環境、子育て政策の周知等による人口増に対す

る施策についても、いろいろとご意見をいただきました。いろんなご意見を

伺う中で地域の方々も保護者を気遣いながら、また、保護者同士もほかの学

校の状況を考えながら、学校の在り方を検討してお考えいただいているとこ

ろを確認したところでございます。以上です。 

○8 番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 8 番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

提言を受けての地域における懇談会のいろんな意見を町長は聞いてこら

れたわけですが、やはりですね、統合については、まず、なぜ統合という問

題が出るのかということを考えていくとですよ。１つには、人口減であり、

子どもたちが少ないんだよということなんですね。子どもたちが少ないとど

ういう結果になるかというと、複式で運営をし、その複式も非常にいいとこ

ろもあるかもしれないけれども、チーム、団体で組むスポーツができない、

それとこんなに言ってもですが、学習面においての競争力なりとか、お互い
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に切磋琢磨する、そういった気持ちがどうなんだろうかと。 

ここに来てですね、まずその児童数を見たときに前もちょっと質問しまし

たが、大根占小学校で全校５年度は 117 名、神川 34 名、池田が 12 名、宿

利原が６名ということです。田代においても田代小が 74 名、大原小が 10

名と。もうですね、考えたときに統合についてはもう 10 年遅かったと私は

そういうふうに考えております。 

これまで複式で頑張って非常にその成績もよかった、複式で良かったとこ

ろも、もちろん認めないでもありません。しかしながら、やっぱりこの１つ

に大きくまとまることの意義というのはですね、子どもたちもまた、財政的

にもですね、そんなにマイナスになることではないと思うわけですね。です

から、今回こういう提言がなされたのですので、やっぱり早めのですね、決

断をされて、行政が引っ張っていくような統合をされないと、地域が、山村

留学が、と言っててもですね、これがいつになるか分からないと。仮に統合

というその１つの結果を得たにしてもですね、統合するまでにいろんな問題

があって、１か月、２か月で統合ができるかということではないわけですね。

またそこに１年、２年のいろんなその事情があって検討し、というようなこ

とになってくると、ますます、その統合というのが難しくなると。 

先ほどおっしゃった山村留学等についてもですね、そんなに人口はです

ね、ばっと増えるのかと。例えば神川にですね、拠点を置いたとしても、山

村留学やあるいは、ほかから移住をして来てくださる方たちがですね、子ど

もを連れて 100 人、200 人みえるかということではないと。錦江町で山村留

学していただけるその起点、場所というのはもう田代にもあるし、池田、宿

利原にも自然はあるわけです。ましてやこの下には、神川、馬場地区海岸、

いろんなところがあるわけですので、そういうことではなくて、まず、子ど

もたちがどうするのかということが１番大事だと私は思います。 

ですから、３年ぐらいかけて、小学校の在り方検討会を実施をされて再編

されたわけですから、もうここに至っては、田代１つと大根占に１つと、ま

ずこれはすっきりした形であろうというふうに私は考えます。神川は単独で

いきたいという希望もあるかもしれませんが、ここはですねやっぱり町長、

町長が説得をされて１つでまとまろうやと、子どものためだろうということ

のほうがですね、私は重要だと思います。 

ですから、早めにですね、９月にその方向性を示すということで私も期待

をしておりましたので、ぜひですね、さっき言われたように教育の拠点は、

大根占に１つと、田代に１つというような形でぜひ進めていきたいというふ

うに私は思います。 

いろんな事情もあるかも分かりませんが、やっぱそうしないとですね、い
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つまでも統合はできません。神川だけは、そんなふうに言われてもですね、

もう大根占もしないぞと、池田もしないぞ、どこもしないぞということにな

らないように。私たちは、神川の議会報告会のときにですね、ちょうど神川

でした。統合の問題も大きく出たわけではありませんでしたけれども、一部、

ＰＴＡの方から、いつ頃になるんだろうかと、早く統合してもらわないとい

けないと。ＰＴＡの方はこういう考え方です。ところが、公民館長あたりは

ですね、大変失礼ですがここでお名前申し上げるのは。私の考えは神川１校

でいきます、というふうにおっしゃるけれども、その理由が分からないんで

す。私たちは。ただ、これからですね、いろんな人たちが錦江町に移住して

くれて、神川が 100 人も 200 人も子どもが増えるというのならですね、そ

ういうことがあるのなら、それはもう仕方がないでしょう。ですけど、今の

状態の中で子どもが非常にその何十人も増加になるということはですね、統

計上から、これはもう無理だということが分かっているわけですから、ぜひ

早めの決断を早めの時期を示していただくようにお願いします。いかがです

か。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 今、川越議員のほうから私の方針として、しっかりと明示しろということ

でございます。 

３月議会におきまして、川越議員の一般質問の答弁として、小学校統合に

ついては、設置者として今年９月、本月を目途に方向出したいとして答弁し

ております。議員もご存じのとおり錦江町内では、極小規模校として 34 名

の神川小学校、６名の宿利原小学校、12 名の池田小学校、10 名の大原小学

校がございます。錦江町立小学校の在り方検討委員会から議員も申されたよ

うに、今年２月の 15 日に提言を受けまして、先ほど答弁いたしましたよう

に、４月の 28 日から６月の１日にかけて、町内 10 地区公民館で座談会を開

催したところです。各地域で小学校に寄せる様々な思いをお聞かせいただ

き、設置者である錦江町長として、児童教育の姿や地域における学校の機能

等も考慮いたしましたが、10 名前後の極小規模校の学習環境については、

できるだけ早く調整したいと思った次第でございます。 

したがいまして、今後、細部にわたる協議如何ですが、令和７年４月を目

標に宿利原、池田、大根占小学校を再編統合。同じく大原、田代小学校を再

編統合したいと考えております。 

統合に係る再編、詳細につきましては、今後、教育委員会に設置する小学

校統合委員会において協議させていただきたいと考えます。 

なお、議員から申されましたように神川小学校につきましては、私自身、
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小規模校の在り方というのも私は必要ではないかと思っておりますし、今

後、本年から始めました保育園留学、山村留学、そういったものの受皿とし

てですね、当分の間は存続させていきたいと考えます。 

議員が申されたように、ＰＴＡの方々も統合に向いているんだよというお

話ですが、なかなか保護者の方々もですね、私も個人的にお話をお伺いして

みたりしましたけれども、非常に悩んでいらっしゃるというのが事実かと思

います。統合か、存続かというこの２つの選択しかない中でですね、どうい

うふうに私たちは意見を町に伝えていけばいいのかというのを悩んでいら

っしゃるところはございます。 

ただ私としては、学校の在り方というのは、数もそうですが、どのような

教育を施していくのかっていうのが１番の主眼かと思います。町としてこれ

まで、人口減少の中で、教育に対する主な取組というのを児童生徒を増やす

という取組をしてこなかったという町の姿勢もございます。 

したがいまして、私のマニフェストの中で山村留学、保育園留学しっかり

進めます。そこに 100 人、200 人と増やそうという思いは全くございません。

ただし、現在文科省も平成 29 年に出しておりますが、２拠点居住を推奨す

るデュアルスクールというものも通知を出しています。そういったものも含

めてですね、国も多拠点居住に基づく就学環境の向上、それから地域の維持

というのを訴えているわけですから、それで私どもが１回チャレンジさせて

いただいて、それでも、なおかつこの学校が維持できないとなりましたらで

すね、速やかに統合という方向に説得に回りますが、無策のままで、このま

ま統合を進めるわけにはいきませんので、その点はご了承いただきたいと思

います。 

○8 番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8 番  

川越議員 

７年度に大根占小学校と池田と宿利原をまず統合し、そして、神川小学校

については、小規模校の在り方という形で残していきたいと、町長の旨でご

ざいます。了解いたしました。ありがとうございました。 

 （8 番 川越議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここで 10 分間休憩をいたします。 

 休憩 11：30 

再開 11：35 

○笹原議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、５番、浪瀨君の発言を許します。５番、浪瀨君。 
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 （５番 浪瀨議員 質問者席へ登壇） 

○5 番  

浪瀨議員 

お疲れさまでございます。質問の前に先週土曜日に行われました、やまん

なか音楽会、ちょっと雨を心配したんですが、そんなに降ることもなくてで

すね、町内外からたくさんの方がおいでいただいて、そして出店もですね、

商売繁盛のようなことを聞きました。本当にですね、久々にこういうのがあ

って、また盛会に終わったことをですね、喜びたいと思いますし、また関係

課、純心からも来ていただいたり、ボランティアの方も大変だったなと感謝

をしているところでございます。それでは、通告に従いまして、質問をさせ

ていただきます。 

錦江町荒茶加工施設の今後についてでございます。まず、荒茶加工施設を

令和５年４月１日から１年間、大根占茶生産組合へ指定管理をいたしました

が、本年度約 4,500 万を投入して屋根改修工事を行いますが、工事終了後は、

施設をまた指定管理するのか、また、売却をする考えなのか伺いたいと思い

ます。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 浪瀨議員のご質問にお答えします。荒茶加工施設は、茶園面積が年々拡大

し、町内の民間事業者だけでは加工が困難になっているため、行政で荒茶加

工場を建設してほしいという大根占町茶業振興会、茶業者からの要望を受け

て、平成 10 年３月に設置したものでございます。 

設置以降、大根占地区の茶園面積は３割増加し、荒茶生産量は約２倍にな

るなど、同施設は大根占地区の茶業振興に大きく寄与したものと考えており

ます。しかしながら、近年は取引価格の低迷から、栽培面積、生産量、生産

者数のいずれも減少し、荒茶加工場の利用者も平成 15 年には 33 名の生産者

が利用されていらっしゃいましたが、現在では、指定管理を受託している大

根占茶生産組合のみとなっております。 

このような状況を考慮しますと、同加工場は設立時の役割は終え、売却等

の処分を検討する時期に来ていると考えております。現在、屋根改修工事の

発注準備と並行して、来年度以降の処分の可能性等を検討しておりますが、

補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の規定による補助金返還

が必要になることから、有償譲渡を軸に処分方法を現在検討しております。 

譲渡価格は、改修工事費や補助金返還等を考慮して、総合的に判断するこ

とになりますが、現在の価値の算出も必要になるため、改修後の不動産鑑定

なども必要になります。また、将来にわたって、荒茶加工業務を続けていく

ことが必須条件となることから、業務を継続する能力を有する事業者へ譲渡
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することになります。 

これらのことを考えますと、まだ検討や準備作業の期間が必要なため、処

分は、来年度にずれ込むかもしれませんが、引き続き検討を進めてまいりた

いと思います。なお、処分が決定するまでは、指定管理の形で引き続き施設

を運営してまいりたいと考えているところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○5 番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○5 番  

浪瀨議員 

有償で譲渡すると。私もですね、監査委員をさせてもらったときにもうこ

こは町が持ってるべきじゃなく、あの当時ですね、4 千万から基金があった

わけですよ。それからあそこの中を改修したり、水道工事をしたり、その間、

300 万はまた入ってきた経緯もあるんですけれども、いくらか持たせて、も

う譲渡したほうがいいんじゃないのっていうのを言ったんですけど、なかな

かそれもですね、まとまらなくて今回こういう質問をさせてもらうにあたっ

てですね、まずは今年の３月に屋根の改修約 2,070 万ぐらいだったですかね

2 千万からして、指定管理を１年とされたということは、そのとき聞けばよ

かったんですけれども、町長の気持ちの中には、もう売却しようという考え

があられたんだろうと思うんですよ。そうしないと、こういうあのときの提

案はなかったと思うんですが、そのときになぜ売却をしようと思ってるの

で、１年間の指定管理にしたいと思ってるというのをですね、明かさなかっ

たのか、そこから聞きたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 浪瀨議員のご質問にお答えします。おっしゃるように、私の腹の中には、

そういったものが存在しました。ただ、やはり譲渡する事業者の受け口であ

ったりとか、そういう方々がどういうふうに受けられるのかなというところ

もしっかりとやっぱり協議していかないといけないということもあり、ま

た、その方々がいかに今後、経営を安定させていけるのか、そういったいろ

んな面からいろいろ考えましてですね、まだ譲渡はできないなというところ

はちょっと考えたので、１年間の指定管理期間というふうにしたところで

す。おっしゃるように、その当時しっかりと次の方針として出せば、もっと

スムーズにいくんじゃなかったのかというようなお気持ちも重々承知はし

ておりますが、その段階ではなかなか不確定要素、不安定要素が多くてです

ね、皆様方にこういったお話ができていなかったというところが反省してい

るところでございます。以上です。 



- 29 - 

 

○5 番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○5 番  

浪瀨議員 

今、町長が言われるのも分かるんですけれども、やはりですよ。その時点

で、もう売ろうと思ってると。もう有償で売ろうと思ってるというのを明か

せばですね。今度は、言えば次６月の補正で 2 千万、約 4 千４、５百万、そ

れをしないといけないのかと。もう、個人かそういう組合に売却をするんだ

ったら安いお金で売却をして、そこがですね、4 千万というのは、公共事業

だからその額になっていると思うんですよ。私も工場を台風でやられたと

き、ガルバーでスレートを剥がして、全部足組みをしてもらって、横のガラ

ス窓、全部変えても 1 千万いかないぐらいの金額でした。だから、その時点

で売るようにして、買うほうも現状のままで買ってくれと。その代わり、も

うただにはならないけど、ただ同様だよと言えるような金額だったかもしれ

ないですよね。でも、今度また 4500 万、それを入れればですよ、それを入

れとけばそれに補助金は、起債はないのかもしれないですけど、やっぱり補

助金適正化法のほうは残ってるんじゃないかなと私は予想するわけですよ。

そういうのを考えればですね、あの時点で、もう修理をしない時点でやって、

それでもうそこの取られたところのですね、企業努力で交渉してもらって、

安くでやっぱり屋根を改修していただいたほうがですね、よかったんじゃな

いかなと。私たちもそのときそういうふうに言えばよかったんですけれど

も、そうしないとやっぱり今度どこか公募されるんでしょうけれども、買わ

れるところもですね、今のお茶の単価ではですね、もう町がやったにしても、

もう首を締めるようなものになりかねないような気がするわけですよね。は

っきりと言って、まだ計算はできてないと言うけど、町長の腹の中あると思

いますので、どのくらい思っていますか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 売却金額等につきましては、まだちょっとここでどういうふうにという話

はちょっと控えさしていただきたいと思いますが、ただ、これまでの経緯の

とおり早めの譲渡というのを済ましておけば現状引渡しということで、民間

事業者の努力で改修することによってコスト削減ができたんじゃないかと

いうのも一理かなというふうに思います。 

ただ、やはりここ 10 年、茶価が非常に低迷している中でですね、私ども

もそれぞれの事業者さん方の経営をどういうふうに支えていくのかという

ところも考えましたときに、できるだけいい形で譲渡できればなというよう

なところもございましたし、現段階では町有の施設でしたので、可能な限り
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後々に補修等が発生しないような形での譲渡というのが望ましいかなとい

うふうには考えた次第でございます。 

今後もですね、浪瀨議員おっしゃるとおり、引受けていただける方がもし

いらっしゃるとするならば、その方々の経営をしっかりと考えつつ、町とし

てどういった譲渡の基準だったりとか、方法というものを提案できるのか、

そこは慎重に考えてまいりたいと思います。以上です。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○5 番  

浪瀨議員 

さっき言いました起債はないかもしれないけど、補助金適化法でですね、

あと残金がどのくらいあるのか。それと、荒茶加工場の基金は、3,400 万か

3,200 万ほどあると思うんですが、1,000 万ほど足りないんですけど、それ

はどこから持ってくるのかその辺も教えてください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 定価法に基づく、残存価格についての補助金償還予定額について、それか

ら基金の残額、それと不足分についての充当については産業振興課長に答弁

させます。 

○池之上産

業振興課長 

はい。 

○笹原議長 産業振興課長。 

○池之上産

業振興課長 

補助金適正化法に係る返還額でございますが、返還額の計算の基礎になる

ものが、残存価格、現在の不動産鑑定価格等を参照しまして、それに基づい

て計算することから、不動産鑑定が入ってない時点では、なかなか幾らぐら

いになるっていうのは難しいのですが、残存価格から考えますと 2 千万円

は、くだらない額を返還しなければならないんじゃないかというふうに考え

ております。また、基金残高の件でございますが、本年度、屋根工事に 4,500

万予算額を計上しております。不足の約 1 千万につきましては、一般財源を

充当することを予定しております。以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○５番  

浪瀨議員 

私は、この適化法の返金が 2 千万もあるとは思ってもいなかったんですけ

れども、それからすればですよ。あそこを無償でやったにしても、町として

は、6 千万いると。屋根の修理とそれから、今、補助金の残が 2 千万と言わ

れましたよね。町民からすればもうこれを私としてはもう安くでやっていた

だかないと回らないのかなという思いもあるんですが、それだけの金額とな

ればですねちょっと、私はもう失敗したなと。最初でもう現状で、して、も
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うこの 2 千万っていう補助金はですよ、今まで使ってきて、その時、町長が

冒頭に言われたようにですよ、どこの茶工場もほかの人達の茶をできないと

いうですね、ことがあってつくったという、大根占時代でしょうからもう趣

旨は分かって、それはもう思うそれで、もう残った 2 千万は、それはもう町

が払わないといけないことですけど、この 2 千万はあれでも 4 千万というの

がですね、やっぱり引っかかるんですけれども、まだ計算を出してないから、

売却価格がどのくらいだかまだ言えないということですけれども、あまりに

も高ければですね、仮に公募したとしても、もうそれじゃうちも買えないと。

今度は売ります。これだけ手を入れました、誰もいませんという事態もゼロ

ではないんじゃないかなって思うわけですよね。その辺はどのように考えま

すか。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浪瀨議員のご質問にお答えします。おっしゃるとおり残存価格、そして評

価額に対して、一般的な評価が出たとして、それを売却価格に設定した場合

に受ける事業者があるのかというところのご心配というのもあろうかと思

います。私自身もそこは非常に迷っているところです。ただ、私どもとしま

してはまずは現段階では、先ほど来申し上げるように町有施設ですので、町

有施設である間はしっかりと屋根補修をしたいと。先ほど申し上げたよう

に、4,500 万の今回工事費投入ですけれども、3,500 万は、事業者さんの積

立ての金額ですので。それに対して町費を、一般財源を加えたということで

すので、仮に先ほど言いますように 2 千万の適化法による国庫返納が発生し

たときに、それプラスアルファ今回の改修工事 1 千万、町の財布からはです

ね、というような計算になるのかなというふうに思っております。 

ただ、最終的にはこういった施設が一時的というか、これまでの錦江町、

大根占の茶業を支えてきたのは事実でございますので、それを踏まえた上

で、次の茶の経営ができるような形で、できるだけ事業者とも協議しながら、

経営が存続できるような価格の提示というのができればなというのを感じ

ているところです。以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 
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○５番  

浪瀨議員 

今言われるようにですね、それはもういい頃、貯蓄をされて基金に入れて

ということですけれども、最初のころですよ、いくらかは町が入れてるとい

うのもあるんじゃないかなという話も聞いてはいるんですけれども、それは

ゼロで積立てからしてきたと。だからもう今、残ってる分はもうその人たち

の物だという言い方だろうと思うんですけれども、ここの大根占茶生産組合

だったですかね。ここの前は農協が指定管理でしたよね。それなら今、ここ

４、５年農協が撤退していかれて、それで後、指定管理をされた大根占茶生

産組合の 3,500 万という考え方でいいですか。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 農協さんから代わられたときに基金が精算されたかどうかっていうのは、

ちょっと具体的には分かりませんが、ただ、これまでのこの基金の考え方と

しては、ある一定額の利潤、利益が出た場合はそれは、次の修繕対応、修理

費用、いろんな機器更新用に基金として積み立てるんですよということだっ

たと思うので、それは事業者が変わろうが、そのまま引き継がれているとい

う私は認識でおります。ちょっと違ったら申し訳ございませんので、産業振

興課長に詳細を答弁させます。 

○池之上産

業振興課長 

はい。 

○笹原議長 産業振興課長。 

○池之上産

業振興課長 

基金の目的につきましては、今町長が申し上げたとおりでございます。 

なお、基金額につきましては平成 10 年、運用を開始してＪＡに委託ないし、

指定管理していたわけですが、そのときからのずっと積み上がった額が現在

の金額でございます。 

○5 番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○5 番  

浪瀨議員 

どうして妙なことを言うかといえば、１番私は、購入というか、それに近

いのは、今、指定管理をして、あそこを使っていらっしゃる大根占茶生産組

合の方だろうと思うんですよ。それは公募されるかもしれませんけど、１番

は私の希望としては、もう継続してそこがとってほしいっていう気持ちがあ

るものですから、もうここでそのときは、ここのお金でいいんですよねって

いうのを聞きたかったわけですよね。ここというか、生産組合のものだとい

うことでいいんですねっていう確認だったんです。意味が違いますかね。い

や、残っている 3,400 万は、もし荒茶加工のところが購入されるということ

になれば、その 3,500 万は、言い方はどう言えばいいのか分からないけど、
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その辺だったんです。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 浪瀨議員がおっしゃるように、そもそも荒茶加工場整備積立基金というも

のが町の基金です。当然のごとく町の基金ですので、事業者が変わろうが、

町とその事業者との協定の中で、ある一定額を超えたら、将来的な改修費に

積立てていくということが、まずこの基金の本旨ですので、そうしたときに、

ＪＡさんから今現在されていらっしゃる組合の方々になろうが、基金自体

は、その方々が収益として上がって次の町の施設のための更新事業に充てる

ための目的の基金なんですよね。ですので、そのお金は誰のものというもの

ではなくて、今回、私どもが整備する町有施設である荒茶加工施設という町

の施設の更新のために使えるお金ですので、このお金が誰のお金という話で

はなくて、これまでいろんな事業者さん方が、次の準備をしてこられたやつ

の合計したやつが私どもが今管理しているお金ですので、それは町の施設の

更新のために使えますよというようなことです。 

なので、次の事業者が、今の組合さんになるのか別な人になるのか、そう

いったのはまず考えずに、町のこの施設を維持するためには、これまで積立

ててきていただいた更新費用を投資をして、修理をしましょうというのが今

回の補正予算も含めてでしたので、このお金が誰というわけではないです。 

したがって、どなたが受けられたとしても、先ほどの仮定の話ではちょっ

と失礼ではございますが、残存価格が 2 千万ぐらいだとするならば、2 千万

当然町は国にお金を返さなきゃいけないですね。あと、売却額を設定しない

といけないですけども先ほど申し上げたように、鑑定等も評価しないといか

んねというものの、より事業が継続できるような、引受けられるような金額

を設定してあげたいなというところが、私の考えではございます。したがっ

て、幾らでというのは現段階では申し上げられないということです。 

○5 番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○5 番  

浪瀨議員 

12 時が来ましたので、飯を食って、頭を整理してきます。昼からでいいで

すかね。 

○笹原議長 それではここで、休憩に入ります。午後は１時から開会いたします。 

 休憩 12：02 

再開 12：57 

○笹原議長 それでは休憩前に引き続き会議を開きます。５番、浪瀨君。 
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○５番  

浪瀨議員 

ご飯を食べながら、整理をしてきました。まず、私の言い方が悪かったの

か、聞き方が悪かったのか、この荒茶加工場整備基金は、これでいろんな悪

いとこがあったりするから町の金額という捉え方でいいわけですよね。分か

りました。そこがちょっと言い方がどうなったのか分からなかったので確認

でした。 

それから、売買をされると思うんですが、この売買契約に関してですよ。

転売年数とか、そういうのも何年間はもう、ほかに売ってはいけないとか、

それから、何年間は茶工場を続けないとけないとか、そういうのを謳われま

すか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 浪瀨議員のご質問にお答えします。私どものほうから譲渡するということ

になれば、目的自体が荒茶加工場としての設置目的ではございましたので、

私どもが基本的にまずは補助金適正化法の残存期限以内は、当然、荒茶加工

場として運営していただきたいというところがまず１つあります。ただ、そ

の後のことにつきましては、経営的なものもございますし、事業者とどうい

う協定を取り交わしをするかというのは、今後の課題になろうかと思いま

す。以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○５番  

浪瀨議員 

もうこればっかりですね長く聞いてもあれだから、町長、有償でも売却す

ると、譲渡するという方針はもう決定ですよね。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 あくまでも私どもの施設としての先ほど来申し上げているように、用途と

してはですね、その用を終了しているというような感覚でございますので、

受けていただける方がいらっしゃれば、譲渡という方針でいきたいというふ

うに思っております。以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○５番  

浪瀨議員 

若い人がですね、お茶を作って頑張っておられますので、それに運営でや

っていけるようなですね、金額でちゃんと話をされて、7 千万以上であれば、

議会の議決がいるのでまたいろいろ聞けますけれども、それ以下だった場合

はですね、また全協でですね、お話をしていただければと申し添えておきま
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す。 

それでは、次に、先ほど川越議員からありました合併後にですね、町長が

令和７年の４月を言われましたけれども、私は、小中一貫校についてですね、

町長の考えを聞きたいと思います。 

全国的な少子化の影響により、児童生徒が減少し、学校統合が進んでいる。

統合しても、児童生徒数が増える見込みがない地域においては、全国でも小

中一貫校が増えております。本町においても、縦の統合も必要と思うが、小

学校統合と同時に小中一貫校にする考えはないか、聞きたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 浪瀨議員のご質問にお答えします。小中一貫教育制度につきましては、小

学校課程から中学校課程までの９か年間の義務教育を一貫して行う義務教

育学校と既にある小・中学校を組合せて、一貫教育を行う小中一貫校がござ

います。 

また、小中一貫校には学校の立地によって、同一の校舎内で小学校及び中

学校の運営を行い、一貫して教育を行う施設一体型、隣接する小学校及び中

学校で一貫して教育を行う施設隣接型、離れた場所にある小学校及び中学校

で一貫して教育を行う施設分離型がございます。義務教育学校は、小学校１

年生から９年生までとなりますが、人数が増えるわけではございませんの

で、施設一体型の小中一貫校になった場合でも、同じくこの考えでございま

す。逆に、１つの学校になることから、校長先生も教頭先生も１人になり、

事務職員や養護教員も当然のごとく、１人ということになりますので教職員

数は減ることとなります。 

現在、田代、大根占地区それぞれ施設分離型小中一貫教育を行っておると

ころです。例えば、中学校の先生が、小学校の授業を時々参観するなどして、

それぞれの指導内容や指導方法の交流を図ることにより、授業改善や先生方

の指導力向上の契機とし、９年間の教育カリキュラムで児童生徒を育てると

いう先生方の共通理解が図られています。施設分離型ではございますが、実

質的に小中一貫教育を実施しておりますので、今後、考えられるのは、例え

ば学校行事において、小学校、中学校別々の運動会ではなく、小中で１つの

運動会にすること等も可能であろうと考えているところでございます。 

また、田代小学校と大原小学校は、修学旅行や宿泊学習を数年前から合同

で実施し、子どもたちの交流も行っております。同じように大根占地区でも

池田小学校、宿利原小学校、神川小学校で修学旅行や宿泊学習を合同で行っ

ております。１つの組織にしたほうがいいというご意見もございますが、現

在、開かれた学校づくりの取組みとして、田代中学校及び錦江中学校では、
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学校区の各小学校との連携の充実を図っておりますので、今後も施設分離型

の小中一貫教育を推進してまいりたいと考えております。以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○５番  

浪瀨議員 

先ほど同僚議員からですね、統合の話が出たんですが、統合というのはで

すね、もう生徒が居なくなった、１学年に１人しか居なくなったっていう、

統合じゃないと思うんですよ。１学年に３名、４名いる、そこの地域から一

緒に通ってくるというのが、もう当たり前の統合だと私自身は思っておりま

す。 

そういう中でですね、田代に関して言わしてもらえば、やっぱこれから、

ずっと大原はもういない状態になるのかなと。なぜかと言うとですね、実家

は大原なんだけど、もう麓に家を構えて、麓の学校にやるという考え方で、

もう麓の田代小学校に行くからですね、増えないと思います。これはもうだ

んだんだんだん、今、74 名おる小学生もですね、だんだん、だんだん減っ

て、20 年ばかり前のときは 200 人程いたのがですね、もう減ってきて、先

ほど町長も力強く言われましたけれども、やっぱりそれなりに人を寄せて、

子どもたちを寄せるということも大事なことであって、増えて数名だろうか

なと思っております。ここでですね、今度、隣の教育委員会に行って、教育

長、それから課長からいろいろ話を佐多の件をですね、聞いてきましたけど、

いついつにっていうのをですね、出してくれたけどあえてここでは何も言い

ませんけれども、近くではですね、岸良の義務教育学校でそれから鹿屋の花

岡が、小中一貫校、あそこの場合はですね、教頭先生が１人になるって言わ

れるけどあそこはもう多分２人になってると思います。それで佐多もです

ね、もう校長先生が２人では方向が取れないからだけど、小学校と中学校１

人ずつは絶対希望しますと、先生の数も減らないようにということでです

ね、そういう方向で、県教委にお願いするようでありました。 

今、分離型でですねいろいろ連携をとってやっていると修学旅行も一緒だ

と言われるんですが、いろいろ見ればですね、メリットもあるし、デメリッ

トもあります。でも、2022 年でですね、全国では、はっきりと私も数字を

把握しておりませんけれども、1,170 件ほど小中一貫校があります。そうい

う中でですね、今度、田代小学校を卒業されたある生徒さんは、３年間で学

校に何日行かれたんでしょうかね。やっぱり、小学校時代は何も問題なくて、

中学校になったら行けないと、いわゆる中１ギャップがゼロじゃなかったん

じゃないかなという思いもあってですね、その辺を考えたり、いろいろ一貫

校になった場合が、学習意欲や学習ワークをしたというデータも出ておりま



- 37 - 

 

すし、ほかのところはもう分かりませんが、田代においてはですね、まずは

分離型でもいいので、もう子どもが居なくなってからということよりもです

ね、今のうちに小中一貫校にしてたほうがいいんじゃないかなと思うんです

けれども、どういう質問をすればいいのかも、しないようなことでしたので、

教育長、中１ギャップの件についてはどうお考えですか。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議員 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。教育に関するということでご質問いただきまし

て、現在ですね趣旨については、今の状態でも取り組んでるんです。ごめん

なさい、マスク外しますね。小中一貫教育については、今、浪瀨議員がおっ

しゃったような形のものを実際のところ取り組んでいるんです。小中分離型

の小中一貫教育を。小中分離型ではなく施設一体型の中に義務教育学校もあ

ります。それから、花岡学園みたいに、小中、あそこも花岡小と中学が一緒

の敷地の中に別々にありますよね。だからあれも、小中一貫の施設一体型の、

理解しにくいですかね、小中一貫教育を進めるにあたっては、先ほど町長の

ほうからもありましたけど、大きく３つあります。義務教育学校と、それか

ら施設を一体とした小中一貫教育と、この施設を別々にしたやつ。だから本

町が今取り組んでいるのは、施設を別々にした小中一貫教育を進めてきてお

ります。ですので、いろんな教育を進めるにあたっても、小学校と中学校の

先生方が一緒に研修したり、またＰＴＡも一緒にやっておりますので、そう

いう取組みを小中一貫教育の良さを十分活かした教育をしているかと思っ

ております。 

ご質問の今回の小学校の再編に向け、取組みの中で中学校も一緒にしたら

いいんじゃないか、つまり、小中を同じ施設の中で一貫教育をしたらどうか

というご質問だろうと思いますが、そのためには、結局、小学校か中学校を

どちらかに持ってこないといけない、または新しい校舎をつくらないといけ

ないということになります。 

ご指摘の中にありましたように、佐多は、第一佐多中学校と佐多小学校が

ございまして、第一佐多中学校のほうに佐多小の子どもたちが、行くことに

なります。それに向けて、これまで小中一貫教育を施設分離型で進めていら

っしゃいました。教室数も十分対応できるということで、中学校のほうに小

学校の子どもたちが行くという形で今度踏み切られて、統合年月日はここで

はっきりしたことは私も申し上げませんけれどもそういう形で準備をして

いらっしゃいます。そのためには、なぜ準備をするかというと、施設改善が

必要だからです。本町においても、施設改善がもし可能であるならば、して
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いくことも可能なんですが、大原小学校ご指摘の通り、もう来年度から入学

生がいない。そして、施設を一体化するためにはそれなりの応募の期間が必

要と。それを待ってる間、大原小学校は、今のままの現状維持してください

ねということになるかと思います。ですので、時期的に難しいんじゃないか

なというふうに捉えております。 

ただし、教育を推進していく上では、小中一貫教育の良さを十分踏まえな

がら、これまでどおりに取り組んでいきたいなと。教職員についてもですね、

教頭がある程度の学校規模のある小学校、中学校であったら、小学校の教頭

先生、中学校の教頭先生が、存在することは可能です。ただ、小学校で例え

ば宿利原小学校に２学級しかございません。２学級になると、今、教頭先生

が授業をしてらっしゃいます。つまり、担任という考え方です。そうすると、

そこの場合は、教頭はもういりませんよねと。担任の補充という形で、大丈

夫ですからそういう学校につきましては、教頭先生が１人という究極的には

そういう形になります。ですので、一概に小学校と中学校が一緒になって小

中なったから、教頭先生もそのまま、それぞれの学校の教頭先生がつくよと

いう形にはならないということで、県のほうもそういう方針でおりますの

で、あと事務職員、養護教員につきましてはもう、現在、１人ずついるのが、

もう当然１つの学校になりますから、１人ずつという形にはなってきます。

以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○５番  

浪瀨議員 

私もですね、勉強不足もありますけれどもですね、今の学校数かれこれを

考えれば、中学校と小学校、分離式という考え方ではあるんですよ。でも、

教育長も町長も言われるようにですね、何かそんなに小学校と中学校がどん

どん連携とってっていうのがですね、なかなか見えないわけです。実際的に。

これで教育長に言わせてもらえばですよ。田代の小学校、入学式行きました。

校長先生が１人、あと 11 名の先生が、男性が１人、それで中学校と一緒に

なってすればですよ、そういうのも小学校は女性の先生が多いというのは分

かりますけど、１人しかいないと、教諭は１人しかいないと。中学校となれ

ば、またそれもだいぶ緩和されてくるんじゃないかなという思いもあったわ

けです。 

どういう形でどういう質問をすればいいのか分からんけど、運動会を中学

校を呼んでするとかですよ、いろんな交わりが本当にあるのかと。最初に言

ったように、不登校の子ども、もう本当に３年間で数日しか行ってないんじ

ゃないですか。それで卒業式ももちろん来ませんでした。私も行ってました
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けど、やっぱそういう子をなくすためにもですよ、やっぱりもちろん、もう

一貫校と言いましたけど、連携とってですよ、しないと何かそういう子が出

たりですね、過去２年間はですよ、いろいろあって、どっか十島村に２人ほ

ど山村じゃないけど何留学っていうんですかね。それで高校もこっちに帰ら

ずに、鹿児島でというのもあって、それが中１ギャップじゃないかもしれま

せんけど、やっぱりそういうのがあってですね、少しでもそういうのがあれ

ば、今、一貫教育にしなくても、分離型で頑張ってやっておりますって言わ

れるから、もうそれはそれでいいと思うんですが、その辺をまたですね、よ

く考えに考えてはいらっしゃいますけれども何かこう、そのほうが今、国も

一貫教育を進めておりますし、分離型にしてもですねできることなら、もう

一体型にしていただいたほうが、エレベーターの関係もありますし、その辺

を含めたときにですね、いいのかなと思っております。最後に町長、検討し

ていく考えはないかを伺いたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 浪瀨議員おっしゃるようにいろんなメリットデメリットというのが存在

するんだろうなというふうに推察します。当然、教育現場でもそれなりに連

携しながら、事業を進めておりますので、施設一体型がベストかどうかは別

にしても、さらに子どもたちがしっかり成長する段階で、できるだけいろん

な経験を踏まえて、成長できるような、教育体制を引くというのは当然これ

は設置者としての責務でございますので、施設一体型を検討するとかという

わけではなくて、さらに連携を深めたですね、教育施設であったり内容であ

ったり、そして先ほどほかの議員さんからもありましたように、ほかの選択

肢というのも尊重されるべきでしょうから、どういうふうに、子どもたちが

将来成長しうるために、教育行政が支援ができるのかというのは、これは終

わりというのはないと思いますので、それをずっと探求しながら、教育委員

会と連携して進めてまいりたいというふうに思います。以上です。 

○５番  

浪瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ５番、浪瀨君。 

○５番  

浪瀨議員 

子どもたちがですね、楽しく学校行って、恐らくですね小学校から中学校

に行けば、部活があったり、いろいろ不安を抱えていくだろうと思っており

ます。そういう中でですね、中学校の先生が小学校によく顔を出してくれた

りとか、小学校の先生がですよ、この子はこういう性格であれですから、ち

ゃんとこの辺もちょっと見てもらえませんかとかですね。そういう心のケア

もしていただいて、はっきりと小中一貫校にならなくて分離型でも結構です
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のでもう少しですね、十分に連携はしていらっしゃるんでしょうけれども、

これ以上にですね、いろいろ田代中も子どものことでありましたので、その

辺も含めてですね、よろしくお願いしときます。終わります。 

 （５番 浪瀨議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここでしばらく休憩します。５分間休憩いたします。 

 休憩 13：21 

再開 13：27 

○笹原議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、１番、久保君の発言を許します。１番、久保君。 

 （1 番 久保議員質問者席へ登壇） 

○１番  

久保議員 

通告に従いまして質問を始めさせていただきます。眠くなる時間ですが頑

張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

早速、１点目でございます。田代地区山村振興計画に関してでございます。

まず、初めに先の台風被害によります田代地区、大変な被災状況だというふ

うに伺っておりました。この度の台風で被災された方、また被害を被られた

方に対して心よりお見舞いを申し上げるとともに、尽力に対処してくださっ

た、役場職員関係者の皆様に関しまして心より敬意を表したいと思います。 

そのような中でございまして、まだ全体の被災状況に関しましていろいろ

まだ取組中かとは思いますが、今回の被災に関しましてどのような状況にな

っているのか、お伺いしたいと思います。 

〇新田町長 議長。 

〇笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。先月、九州地方に接近いたしました台

風第６号は、複雑な進路をたどり長時間にわたって暴風雨をもたらしまし

た。役場本支所に設置してあります、気象観測データから見ましても、大根

占地区の連続雨量が 458mm、最大瞬間風速 34.4ｍ、田代地区の連続雨量が

780mm、最大瞬間風速 35.3ｍ特に台風が通過した８月９日、午後の田代地

区での時間雨量は 25mmから最大で 53mm と、猛烈な雨に見舞われました。 

久保議員からのご質問であります、田代地区の被災状況についてですが、

住家の床下浸水が２件、非住家の床上浸水が１件、道路関係では、町道の崩

土や路肩決壊など、19 路線 32 か所、林道関係が６路線、農道関係が 16 路

線、農地の法面崩壊や土砂流入が約 50 か所、その他農作物などの被害を確

認しているところでございます。現在、各課において、可能な箇所から復旧

工事を進めると同時に、災害復旧関連予算の計上等の準備を進めているとこ

ろでもあり、一刻も早い復旧に向け、全力で取り組んでまいりたいと考えて
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おります。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○１番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○１番  

久保議員 

今ご報告いただきまして非常に大きな被害を被られているというふうに

認識しているところでございます。幸いにして、人的被害は少なかったとい

うふうにお伺いしておりますが、土砂の法面崩壊等 50 箇所等かなり大きな

被害、また農作物に関する被害等もございますので、今後復旧が急がれると

いうふうに認識しているところでございますが、その中で私どものほうも、

そういった被災された皆様よりいろいろちょっと現地のほうご案内等させ

ていただいております。後ほどこちら、質問にございますが、そういった観

点でかなり設備、そういった土砂の流入等によってですね、被災されてる場

所、またそもそもそういった土砂でありますとか、排水に関しまして非常に

規格といいますか、そういった、排水設備が古くそういった土砂災害洪水時

排水がままならないと、そういったような箇所も見受けられたようなところ

でございます。 

そのような状況下でございますが、本町が合併して以降、こちら田代地区

におけます山村振興計画に関してでございます。旧田代町時代では、山村振

興計画に基づいてこういった各種の田畑の整備、また山道、林道等の整備、

またあるいは町有設備等の振興、そういった整備がなされていたというふう

に聞き及んでるとこでございますが、合併以降本町、錦江町になって以降、

田代地域におけるこの山村振興計画が策定されていないというふうに伺っ

ております。今年度に入りまして、こちらのですね振興計画のほう、策定し

ているというふうにお伺いしておりますが、現在のこの山村振興の策定状況

はどのようになっているのか、お伺いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。議員ご質問の山村振興計画は、山村振

興法に基づき、林野面積の比率が高く、交通条件及び経済的、文化的諸条件

に恵まれず、産業基盤及び生活環境の整備などがほかの地域に比較して十分

行われていない山村地域について、地域振興計画を策定し、国が振興山村と

して指定するものでございます。錦江町では、田代地区が旧田代町時代の昭

和 46 年度にその指定を受け、交通網や農林業の振興のための基盤近代化施

設並びに生活環境等の整備を山村振興対策事業により実施をし、成果を上げ

てきたところでございます。また、平成 17 年３月に錦江町となりましてか
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らは、平成 18 年度の計画策定を最後に策定しておりませんでしたけれども、

平成 27 年度に山村振興法の改正が行われたことと、今後の地域振興のため

の各種事業に取り組んでいくことを見据えて、本年６月に新たな山村振興計

画を策定したところでございます。以上です。 

○１番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○１番  

久保議員 

本年６月に山村振興計画を策定されたというふうな答弁でございました

が、まずその山村振興計画、今、答弁でございましたようにこの山村指定地

域のそういった振興の基盤となるところでございますが、特にこの振興施策

の要諦となりますものが、まず第１に交通施策、第２に情報通信施策、第３

に産業基盤施策、第４に経営近代化施策、第５に生活資源の活用に係る施策、

第６文教施策、第７社会生活環境施策、第８高齢者福祉施策、第９集落整備

施策、第 10 国土保全施策、第 11 交流施策、第 12 森林農用地の保全施策、

第 13 担い手施策、第 14 町獣害防止策と多岐にわたっているような内容でご

ざいます。 

今回策定された山村振興計画、私どもまだ拝見させていただいてないとこ

ろでございますが、具体的にどのような内容となっているのかお聞かせいた

だきたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。基本的に今回の山村振興計画に当たり

ましては、今町が直面している耕作放棄地をどういうふうに地域資源に変え

ていきたいのかというところを重点的に書いたつもりでおります。 

特に地域資源活用に係る施策の中で、耕作放棄地を活用した新規作物導入

事業、こういったものには力を入れてまいりたいというふうに考えておりま

す。ただし、一昨年でしたかね、基盤法が改正されまして、地域計画をどん

どんつくっていかなければいけないというような状況もございますので、そ

ういった新たな新法との兼ね合いも考えながら進めていくことにはなると

思いますけれども、やはり水田地帯よりも中山間のほうの畑作地帯のほう

が、耕作放棄地が出てきているというような状況もございますので、そうい

ったところが特徴でございます。 

それから、今回の山村振興計画につきましては過疎計画をベースとしてお

りますので、それを田代地域に限定して、さらに過疎計画の実にかなうよう

に、ブラッシュアップした形で山村振興計画を策定したところでございま

す。以上です。 
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○１番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○１番  

久保議員 

放棄地解消を主眼に置いてるというふうな内容というところで今答弁い

ただいたわけですけども、後ほど、第２項目の質問で詳しく述べるんですが、

先日、田代地域の若手農業者経営者の方々と懇談する機会を設けさせていた

だきました。その中でやっぱり出た多くの意見といたしましては、この第３

の質問にあるような内容ももちろんなんですけども、まず子どもたちをこの

田代地域で子育てをすると考えたときに、果たして高校になって子どもたち

がここから通学するのかというそういう喫緊の問題に直面しているという

ところでございまして、端的に申しますと田代地域には高校がないわけであ

りまして、当然域外、町外に通学というところで、スクーターしかないと。

仮に鹿屋に行くとなると、片道１時間。将来的にこの大隅縦貫道ができると

いうところでありますが、現状としましては特に林業のトレーラー、飼料の

トレーラーが通過する際の離合で大変怖い思いをしていらっしゃる。また、

当然部活等々なると朝早かったり、夜遅かったりと大変そういった危険が伴

うというところでまず第１に挙げられたのが、教育に関しまして、果たして

この田代に住み続けて子どもたちも含めてそういった教育が持続できるの

か。もう率直に言わせていただければということでそういった若い皆様おっ

しゃってたのが、子どもたちが高校、あるいはその社会人になって田代を出

られたら、自分たちは鹿屋に住んで、そこから仕事としてそういった農業な

り畜産のとこに通うというふうなのがもう今現実の選択肢になりつつある

というふうにやっぱりおっしゃっておりました。 

特に放棄地の解消もちろん重要な課題でありますが、この山村振興計画の

やっぱり根底たるこの交通施策や情報通信施策、産業基盤、放棄地解消も、

もちろんなんですけども、やはりその住み続けられる地域をどうつくってい

くか。やはりここに主眼をおいた施策をやはり重点的に取り組んでいかない

とそういった子育て世代の皆様、頑張ってらっしゃる若い世代の皆様が、本

当に今後も 10 年、20 年、30 年にわたって住み続け、また子どもたちがあ

る程度経験を積んで帰ってこられて事業を継承したとしても果たしてその

住める地域なのかどうか、こういった地域になるかどうか非常に重要なそう

いった施策を今、判断するときかなというふうに考えてるとこでございま

す。 

詳細の第２番目の質問で言いますのでここでは、第３項目の質問に入らせ

ていただきたいと思いますが、そのような中で、今計画が策定されていると

思いますが、先の台風被害で、先ほど申し上げたようにですね、被災現場は
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拝見させていただいたんですけども、もう用水路が例えば幅が 50 ㎝ないし

60 ㎝規格のままであって、そこは大抵土砂で埋もれてそういった水がほぼ

流れなくなっております。上流のほうとか、下流のところとか随所恐らくそ

の都度解消されて幅がこうやって 80 ㎝、１ｍと広くなってたり、狭くなっ

たりして、その都度土砂、岩あるいはその切株等ですねそういったものが詰

まって結局排水機能が果たしていないというようなとこも数多く見受けら

れました。また、麓地域とか川原の地域なんですけども、もう本当に場所に

よってはですね、今お話ありましたようにこの放棄地が広がっておりまして

そういったところ、昔は本当に数十人の方がそういった管理組合をつくって

維持されてたんでしょうけども、今本当に数人でなされてるというところ

で、正直もうあと何年この今の営農継続できるか分からないというふうなで

すね、お声もいただいてるようなところでございます。そのような観点から

やはり地域のそういった農業の従事されてる方々がおっしゃっていらっし

ゃったのは、もうとにかく今後その就農人口が増えることはもう正直もう考

えられないので、今のこの実情に応じたこの農地を何か再編できないものか

と。2030 年に大隅縦貫道の開通は予定はされてるんですが、そのような、

形で本当に交通インフラが整った場合、仮にですけども、こういった農地が

今のままであると営農継続という観点が非常に困難であるので、なおさらそ

の放棄地の解消という観点から見ると地権者の合意をある程度得た上で、農

地の集積化、大規模化っていうのを今後の地域の農業の維持発展という観点

から非常に合理的であるというふうなご意見を多々いただいてるようなと

ころでございます。そのような観点から今、山村振興計画を策定されて放棄

地解消に力を入れてらっしゃるというところでございますが、こういった今

の放棄地の現状も含めた形で、こういった田畑ある程度、合理化事業、国県

等のいろんな事業もあるかと存じますが、そういった形でこういった災害に

強い営農継続していけるある程度その合理化された圃場を整備していくよ

う、そういう方向性を示されているのかお伺いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。８月４日から９日にかけて襲来した台

風６号は長時間の風雨にさらされたところです。特に田代地区では、９日午

後、多量の雨が降り続いて夕方には田代川原地区を流れる雄川が氾濫し、周

辺の浸水や水田の約 22ha が水没するなど、大きな被害となったところです。

その他至るところで強風や多量の雨による水路、農地の崩壊があり一部で

は、農業用施設の全壊も発生したところです。議員ご指摘のとおり農業用の

水路は、田代地区で約 30 箇所が被害をしております。今回の台風被害の要
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因は、まず第１に記録的な大雨が長時間続いたことであると考えますが、山

間部の用排水路は、設置年数が古く、近年の異常な大雨に対応した構造にな

っていないところが多いことに加え、担い手農家の減少や有害鳥獣被害の多

発による耕作放棄地や管理不良地の増加等により、被害が増大したものと考

えられます。また、農地の再編につきましては、地権者の高齢化や後継者不

足、不在地主の増加などにより、近年は、基盤整備事業にも取り組むことが

困難な状況でございます。 

そこで、本町におきましては、町単独事業として、小規模農地整備事業や

農地整備事業など補助事業を設けまして耕作者が事業主体となり、耕作条件

の改善を図る事業を進めているところですが、集団的な基盤整備までには至

ってないところです。 

しかしながら、議員のご質問にありますとおり、大隅縦貫道の開通は、周

辺地域の住民生活や農業経営の向上に大きく寄与することが期待されます

ことから、この機会に振興山村地域の有利性を生かした補助事業に取り組む

ことも考えられます。圃場整備などの農業生産基盤の整備事業には多額の受

益者負担も生じることから、何より地域住民や担い手農家、法人等との合意

形成が必要となります。農業経営基盤促進法等の改正法が本年４月に改正さ

れたことに伴い、これまで地域で策定していた人・農地プランが法定化され、

地域での話合いにより、目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する地域計

画を令和７年３月までに策定、公表することが義務づけられましたことか

ら、これらの機会を活用して、地域の担い手と十分に協議した上で、整備に

取り組む意向のある地域がございましたら、計画へ盛り込むなどの支援を行

ってまいりたいと考えております。以上です。 

○1 番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1 番  

久保議員 

人・農地プラン等法定化されたことに伴ってそういった担い手となる皆様

また法人の方と合意形成を図りながら、そういった事業の取組みを進めてい

きたいというふうな趣旨のご答弁だったかと思いますが、ぜひですね、喫緊

の課題だと思います。やはり年々そういった担い手の方々の減少であります

とか、頻発する災害等による被災、そういったものがやはり繰り返されます

とやっぱり担い手の皆様の営農意欲でありますとか事業継続に対する当然、

意欲、またそして今後の将来性を見越したときのですね、やはりなかなか厳

しい状況というところに直面したとき大変やはり困難な状況になるという

のが考えられますので、早急にですね、令和７年までにそういった計画をつ

くって検討されていきたいということでございますので、ぜひ引き続きです
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ね、検討を進めていただきたいというふうに考える次第でございます。 

続きまして２点目の質問でございます。ほぼ関連している内容でございま

すが、よりですね具体的な人口減少の実態というところも踏まえて、また質

問を行いたいと思っております。 

人口急減地域における地域活性化対策に関してということで、ほぼこの今

申し上げたこの山村振興計画と内容的に重なるとこがあるのかなというふ

うなところでございますが、皆様本当にご承知のとおり、総務省の 2020 年

度、昨年度段階での人口推計でございますが、その前の出生児数は 79 万 9

千、80 万下回って確定値ですとまたさらに下方修正されたようでございま

すが、そのような状況でございまして、死亡者数は 153 万人、日本人の人口

自体は、１億 2,203 万人と減少傾向が続いておりまして、自然増減で見ます

と 73 万人の減少というところで比較可能な 1950 年以降で最大の落ち込み

というところになっております。 

東京除く全国で減少しておりまして、今年度のまた速報値等も出ておりま

すが、さらにこの傾向を加速しているような見通しでございまして、出生児

数並びにこういった自然減の傾向は今後も強まっていくような傾向である

というふうな報道も出てるようなところでございます。 

そのような状況でございますが、本町におきましても平成 17 年度の合併

当時では、人口が１万 15 人と１万人以上数えたものの、本年８月１日時点

では人口は 6,471 人となっておりまして、合併当時からは 3,544 人、率にし

て 35.4％の急減というふうな状況になっているかというふうに考えられま

す。そのような状況でございますが、現状に関して、率直に本町としてどの

ように捉えていらっしゃるか、お伺いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。今、久保議員がおっしゃったとおり少

子高齢化による人口減少は、日本全体で進んでおり、本町におきましても、

さらに、それを上回るスピードで進行しております。本町の人口減少の大き

な要因としては、出生数に対する死亡者数の自然減が大きいことが挙げられ

ます。出生数は、平成 18 年から令和４年まで 17 年間で 778 人が誕生して

おりますが、お亡くなりになられた方々は、2,994 人で、2,216 人が自然減

により減少している状況です。加えて、勤務先等の異動等による転入転出に

よる、社会増減もこの 17 年間で 1,553 人減少しており、年平均約 90 人の転

出超過が起きている状況でございます。 

さらに近年では、子どもの進学等に合わせて、子育て世代の転出が増えて

きているところです。ご質問のこの現状をどのように捉えているかというこ
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とですが、日本全体で人口が減少しておりますので、本町でもこの傾向は避

けられないものと思っております。しかし、このまま急速に人口が減少し続

けますと、本町の経済の維持向上が困難になってくるほか、地域コミュニテ

ィも保てなくなってくることが予想されます。このようなことから、本町経

済を維持し、人口の緩やかな減少を図るための施策として、昨年度から進め

ておりました特定地域づくり事業協同組合が本年６月から事業を開始し、こ

れまでに３名の採用を決定したところでございます。さらには、今年度から

取り組んでおります雇用支援組織整備事業により、本町で新たな産業の創出

や事業継承を目指す志の高い人材を獲得しようとしているところでござい

ます。 

また、社会減に対処する施策としましても、現在、子育て支援住宅の建設

に向けて、検討を進めているところでございます。加えて、先ほども答弁を

いたしましたけれども、保育園留学、山村留学等に力を入れ、本町の町の施

策の魅力と子育て環境の向上によってですね、少しでも社会増につなげてい

きたいというふうに考えているところです。今後も本町経済の維持向上、そ

して住民の皆様方の安心安全のために、人口の減少をできるだけ低減しつ

つ、頑張って努力してまいりたいと考えているところでございます。以上で

す。 

○1 番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1 番  

久保議員 

今本町における人口減少の内訳と詳細が答弁いただいたわけでございま

す。自然減に関しまして 2,200 名あまり社会減に関しても 1,500 人余りとい

うところでございまして、複合的な当然要因もあるかと思いますが、大変厳

しい状況で人口減少が続いているというふうなところでございます。取組み

としまして、こういった特定地域協同組合、雇用支援組織と子育て住宅等へ

取り組まれているというところでございますが、大きな流れとしてはやはり

この人口減少の継続が続くのかなというところで２番目の項目でございま

すが、錦江町人口ビジョンによりますと、2025 年には 6,385 人、2030 年に

は 5,715 人、2040 年には 4,599 人、2050 年には 3,599 になると推計されて

おります。ただ現在、本町の人口が既に 6,400 ないし、それ以下というとこ

ろを見ますと、ほぼほぼこの 2025 年ほどの推計値に近づいているのかなと

いうところで、場合によってはこの予測を上回る勢いで人口減少が進んでい

くということも最悪考えられるのではないかというふうなところでござい

ます。特に田代地域を初め池田宿利原等の中山間地域の減少率、人口ビジョ

ンにはより詳細にこの高齢化率が記載されておりましたが、こういったやは
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り山間部で高齢化率が 50％、場合によってはその年度によっては 60％に近

いというようなところでございますが、大変厳しい状況があるのかなと。今

後もそういった状況は継続するのかなというところが推察されるところで

ございますが、今、町長が答弁でおっしゃいましたように、こういった先ほ

どのまさに放棄地等の田畑の維持管理のみならず集落機能の維持に関しま

して今現状ですね、本当に草刈りでありますとかそういったことに私もお手

伝いをさせていただいております簡易水道の掃除等とそういったところも

当然参加させていただいてるんですけども、大変ご苦労されている現実がご

ざいます。やはりそういった作業される方に関しましても、本当に何といい

ますか、私どもと同年代の方々本当に１人いるのか２人いるのか、ほとんど

が本当もう率直に申し上げて高齢者でございます。そういったところで大変

苦労されている現状がございます。そのような中で本町としても、いろいろ

仕事づくりであるとか、子育て支援であるとか取り組んでらっしゃいます

が、一方で人口急減地域、特にこの中山間地域ですね、先ほど田代地区にお

けます山村振興計画というとこあるかと当然思うんですが、具体的にですね

こういった中山間部の地域、集落に関して、どのような振興策を講じていか

れるのか、お伺いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。久保議員がご指摘いただいたように、

2021 年３月に策定しました本町の人口ビジョンでは人口推計がどんどん、

どんどん少なくなってきているということでございます。ただ、久保議員が

今、ご提示されたのは、社人研の平成 25 年推計の数値でしたので、私ども

のほうも社人研の平成 30 年推計で答弁をさせていただきたいと思います。

2025年に 6,026 人、2030年に 5,213 人、2040年に 3,816 人、2050 年に 2628

人になるという推計が出ております。 

しかし、実際の人口減少はこの推計を若干上回るペースで進んでいるとこ

ろです。人口ビジョン策定後、2021 年から本年８月１日までの地区別減少

率を見ますと、大原地区で 15.1％、上部地区で 14.1％、宿利原地区で 10.1％

の減少などとなっております。なお、他の全ての地域でも人口が減少してお

り、町全体で 7.4％の減少率となっていることから、町全体の課題として考

えていく必要があると考えております。 

特に 15 歳以下の年少人口は、町全体で 15.1％も減少しており、田代地区

よりも大根占地区の減少率が高く、年少人口の１番多い馬場地区では、

21.4％もの減少となっており、子どもの減少を食い止めることは喫緊の課題

であると認識しております。 
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先ほども申し上げましたとおり、町全体が人口減少に直面していますが、

国全体が減少傾向にあることも考慮しますと、人口を増やす方策にはおのず

と限界があるかなというふうに感じていることから、人口が減少した場合で

も、持続可能な地域づくりを目指すことが重要であると考えております。 

働く世代や子どもなどの将来を担う世代の育成はもとより、高齢者や今の

地域の担い手として活躍していただかなければなりません。これまで地域に

は、地区公民館に地域づくり補助金を交付して、それぞれの地域に合った地

域づくりの支援をしてまいりました。 

また、現在、半下石自治会で取り組んでいただいている下駄履きヘルパー

は、地域の方々で助け合い、住民自らが安心な地域づくりを行うものです。

また、移動手段がない方々のためには、マイナンバーを活用したあいのりタ

クシーの実証実験も本年度で２年目ですけれども進めているところです。今

後も、それぞれの地域の自分たちに合った持続可能な地域づくりの動きに対

して支援できるように施策を検討してまいります。 

なお、田畑の維持については、現在も町内 13 の地域で取り組まれている

中山間地域等直接支払交付金事業や多面的機能支払交付金など、農林水産省

の事業の推進などを通じて、引き続き支援してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。以上です。 

○１番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○１番  

久保議員 

本町全体で人口減少が進んでおりまして山間部のみならずこちらの海岸

沿いの地域でも減少してるというようなところでございますが、やはりです

ね、この人口減少というふうな動向に関しましては、なかなかこれを喰い止

め、また増加に転じるというのは非常に難しいことなのかっていうのは、肌

で感じるところでございますが、一方で今お話ございました減少した場合で

もこの持続的なまちづくり、地域づくりをどうやっていくのかと。まさにこ

こは非常に重要な点かというふうに考えております。 

そのような中で先ほどお話にあったようなその田代地域や山間部の若手

の皆様のお声としましては現実問題、例えばその住み続けて子育てをして、

そのあともその地域でご本人たちも含めて、子どもたちも含めて暮らしてい

こうと考えたときに、やはり現実問題として、住む場所として選択し続けら

れるのかというと、なかなか難しいというのがやっぱり率直な声としていた

だいているようなところでございます。もちろん今下駄履きヘルパーであり

ますとか、あいのりタクシー等いろいろな事業をされてるかと思うんです

が、結局、今後本当に家を構えて、お子様を育てられて、そのあと暮らして



- 50 - 

 

そこに住み続けるって考えたときやはり一定規模の地域コミュニティをど

う維持していくのかと。やはりここが１番重要な観点かなというふうに考え

ているようなところでございます。 

特に田畑に関しまして、いろいろ放棄地の問題でありますとか、中間地域

のそういった農水省の支援事業でされてるというところはあるんですが、結

局この地域特にこういった人口減少が著しいような小さなコミュニティを

今後、どういうふうに存続させていくのか。また町の姿として当然本町は、

山間部が７割を超えるような実態があるわけであって、こういった山間部を

例えば、10 年後、20 年後、30 年後どのような形で維持発展させていただく

のか、そういったところの構想があればお伺いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 中山間地域の活性化策ということでのご質問かというふうに思いますけ

れども、まずは、それぞれの地域で地域計画をつくっていただければ、次の

事業も準備しているところです。久保議員、ご指摘にあったように、住み続

けられる地域であるかどうかということと、それと地域コミュニティをどう

強化していくかということ。これについては、並列で事業を進めていかなけ

ればいけないなというふうに思っております。 

昨日でしたけれども、田代地区の中山間地域のほうから、今、久保議員が

縷々、地域の課題等をおっしゃいましたけれども、新しいソフト事業に取り

組んでみたいという地域の公民館のほうからのですね、要請等も上がってき

ましたので、ぜひそれはしっかりと成就するように支援をしろということで

指示を出したところです。 

住み続けられるということと、住む価値のある地域なのか、選択できる地

域なのかというのは、それぞれの主観に関わることかとは思いますけれど

も、一方、子どもたちに将来どこの地域にあっても、しっかりとした教育を

受けられる部分を今後どうしていくかっていうのは、今１番力を入れている

ところでございますので、そういった教育環境を含め、そして農業の方々に

してみますと、今、うちは 75％が畜産、養豚、ブロイラーの方々ですので、

その方々がどういうふうに生計を立てていけるのかという産業基盤を構築

するというのも並行してやっているところでございますので、そういったと

ころが中山間地域における地域の在り方をサポートする施策であろうと思

いますので、今後も引き続き、こういった施策を充実してまいりたいという

ふうに考えております。以上です。 

○１番  

久保議員 

はい。 
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○笹原議長 １番、久保君。 

○１番  

久保議員 

田代地区で具体的にですね、そういった公民館の皆様がそういった具体的

なその地域コミュニティの計画に関して意欲的な姿勢を示されてるという

とこで非常にすばらしい取組みかというふうに思います。 

ただ何といいますか、そういった事業の着手等々に関してやはりなかなか

皆様、ご苦労があるかというふうに推察するところでございますので、そう

いった支援はぜひ積極的にしていただきたいというところでございますが、

関連して３点目の質問でございますが、結局こういった中山間の地域、当然

今お話あった田代、池田、宿利原と包括的な支援をする事業というところで

以前も一般質問でお話に上げさせていただきましたこの農村 RMO、もちろ

んこれだけじゃなくて山村活性化対策等多々いろいろな事業があるかと思

いますが、そういった先ほどソフト事業というところかと思いますが、こう

いった農水省を中心としたソフト事業があるわけでございますが、こういっ

た方向性に関して町として基本的にこういった中山間地域の今後の未来に

向けた姿、そういった在り方、コミュニティの形成に関してそういったこと

を町として取組む考えがあるのかどうか、お聞かせ願いたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。久保議員が以前からお話いただいてい

る農村 RMO という地域運営組織のことでございますが、この定義につきま

しては、まち・ひと・しごと創生総合戦略において、持続可能な地域をつく

るため地域デザイン、今後もこの集落で暮らすために必要な自らが動くため

の見取図に基づいて、地域住民自らが主体となって、地域住民や地元の事業

体の話合いのもと、それぞれの役割を明確にしながら、生活サービスの提供

や域外からの収入確保など、地域課題の解決に向けた事業について、多機能

型の取組みを持続的に行うための組織とされているところでございます。農

村 RMO は、農林水産省の内、新しい農村政策の在り方に関する検討会が、

2022 年に農村型地域運営組織として提唱したもので、その定義は、複数の

集落の機能を補完し、農用地保全活動や農業を核とした経済活動とあわせ

て、生活支援と地域コミュニティの維持に資する取組みを行う組織であると

定義づけております。 

具体的な取組みとしましては、複数の集落にわたる範囲、例えば小学校区

程度のエリアを対象に複数集落による集落協定や農業法人など、農業者を母

体とした組織が自治会、町内会、社会福祉協議会などの多様な地域関係者と

連携して、協議会を設立し、農用地の保全、地域資源の活用、生活支援の３

つの事業に取組む組織ということを指しているところでございます。農林水
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産省は、農村振興局の中山間地域等の振興施策として推進しており、組織内

の立ち上げや将来ビジョンの策定などに形成推進事業を準備し、省内や他省

庁の関連施策を紹介しております。地域運営については、今後も自治組織で

一生懸命取り組んでいただいておりますが、農村 RMOも、地域で考え、地

域住民の方々がプレーヤーとなって、関係団体と連携し、活動するものでご

ざいます。私ども行政といたしましては、地域の総意として、農村 RMOを

目指す地域がありましたら、各機関と連携し、伴走支援してまいりたいと思

っております。以上です。 

○１番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○１番  

久保議員 

今、答弁いただいたんですけども、私も議会のほうの研修という形で本年

３月、農水省この地域振興課にお伺いして、担当官僚の方からいろいろご説

明いただいたところでございます。 

今お話にあったようにまさに、本当に皆様でどう住み続けられる地域をつ

くっていかれるのか、まさにおっしゃるとおりこの地域運営組織地域の皆様

の総意に基づいてされる、そういった取組みを農水省としても今後の中山間

地域のですね維持発展の核にされたいというふうにおっしゃっていたとこ

ろでございます。 

今、町長答弁いただいたようにですね、地域の皆様の総意があればそうい

った伴走支援をしていきたいというふうなところでございます。特に一部の

地域においてはですねそういった形で今後、具体的に例えば、先ほど先輩議

員からお話がありました小学校の統合に関してそれに伴い廃校する地域も

当然出てまいります。そういった地域の皆様、非常に地区がどうなるのかと

いうことを率直に申し上げて懸念をやはり抱いております。その跡地をどう

活用するのかというところがまさに非常に重要なところでございますが、逆

に言いますとこれだけ整備された昨今の小学校のインフラを活用すればい

ろいろな可能性があると思いますので、そういった１つ、可能性としては今

後、廃校が見込まれるそういった小学校単位でのこういった地域のデザイン

をどう描くのか。そういったところはですね、私どもも地域の皆様と一緒に

なっていろいろ検討してまいりたいとまだ一部ちょっと検討始めてるよう

なところでございます。 

ですので、こういったですね、様々な取組みを通じて、とにかくこの中山

間地域の地区の皆様の今後の将来をどう担保していくのか、そこのところ積

極的に取組みを進めてまいりたいと思いますので、引き続きですね、そうい

ったご支援をいただければというふうに考えている次第でございます。 
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それでは、最後の質問に移らせていただきます。再三、ご質問させていた

だいておりますが、医師会立の再整備事業に関しての質問でございます。 

前回から引き続いてというところでございますが、まず、１項目めとしま

して先の６月議会で当整備計画と同様に、整備費用全て自治体で負担し、事

業運営主体に補助金として交付し、民間病院として運営される事例は今のと

ころないというふうなご回答いただいたわけでございますが、今、現状とし

てこの先行事例が全国的になかなかないという中で、どのようにですね、こ

の事業を推進されていき、特に病院がいざ実際、建設されて運営というとこ

ろになってくるかと思いますが、そのような中でですね、この病院の運営に

関する健全性、こちらの基本計画の中ではそういった外部有識者を踏まえて

委員会協議会等を立ち上げて、検討を行うというふうな記載もございました

が、具体的にですねどのようになされていくのか、今の段階で構想をお聞か

せいただきたいと思います。 

また、先の６月議会で年間の償還額は約 1.4 億円というところでございま

して、７割が地方交付税措置となるので実質的な町の負担額は年 4 千万円と

なるというところのご答弁でございましたが、この町の実質負担額 4 千万円

に関しましてこちらは今、この病院の基金を積み上げてると思いますが、こ

ちらを取崩して調達をされるのか、それとも一般財源等ほかの財源を用いら

れるのか、お尋ねしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、先行事例がない中でどのように

事業推進を進めていくのかというところでございますけれども、医療機関を

取り巻く状況は、それぞれの地域で大きく異なることから、画一的に判断で

きるものではないと考えております。町としては、本事業は両町で唯一の入

院医療機関である肝属郡医師会立病院を維持し、地域住民の皆さんに安全安

心な医療を安定的かつ継続的に提供するために、必要不可欠と考えて実施し

ているところでございます。それから、病院経営の健全性につきましてでご

ざいますが、病院の経営の健全性の担保については、まず病院の設置者であ

る肝属郡医師会が確保すべきものと考えております。しかしながら、これま

でご説明してきましたとおり、新病院の安定的運営は、この地域にとって大

変重要でありますことから、新病院の開院を機に病院運営に見識のある方や

公認会計士などの外部有識者で構成する肝属郡医師会立病院運営委員会、仮

称ではございますけれども、本町及び南大隅町さんと参画の上設置し、定期

的に開催することで、病院の運営状況等を定期的、客観的に評価してまいり

たいと考えているところです。それから、過疎債の償還財源につきましてで
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すが、錦江町肝属郡医師会立病院再整備基金を取崩して対応してまいりたい

というふうに考えているところでございます。以上です。 

○1 番 

 久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1 番 

 久保議員 

有識者の皆様で組織される運営委員会仮称を設置してそういった形で運

営評価を行うというところで財源に関しましては、基金を取り崩されるとい

うところでございますが、２番目の質問と絡めて申し述べさせていただくん

ですけども、基本的にやはり医師会様、民間病院でございますので、そうい

った運営委員会に関する評価っていうのはあくまで提言になるのかなとい

うふうな印象を受けてるところでございますが、結局のところ民間病院でご

ざいますので、運営や経営に関して恐らく介入するってことはなかなか難し

いのかなというふうに考えるようなところでございます。 

この基本計画の中で、特に前も一般質問で申し述べさせていただいたんで

すけども、１番気がかりなのがやはり大規模改修とかの費用をですね、こち

らに具体的なシミュレーションに組入れてないっていうところと、あとこの

長期にわたるですね在院患者延べ数、来院される方というふうな理解をして

るんですけど、昨今のこの例えば開院した 2026 年度でこの在院患者延べ数

が４万 4 千人余り、それが例えば 2031 年度ですと、４万 880 人であるとか、

そして、2040 年度でも同じく４万人、2050 年度で３万 9 千人で 2055 年度

で３万 5 千人というふうなところであるんですけども、２項目目でございま

すが、本件とは別ではあったんですけども町内外のこういった医療介護関係

のですね、経営されてる皆様からいろいろそういったご意見交換というか懇

親会的な場ではあるんですが、いろいろ勉強させていただいたんですけど

も、やはり今の医師会のですねこの事業計画といいますか、この基本計画等、

運営体制でありますとか、当病院の中長期的なこの運営見通し、こういった

お客様、患者様の見通し等に関して、もっとシビアな検討が必要ではないか

というようなご意見をいただいたところではございます。あくまでそういっ

た経営されてる皆様方の当然これまでのご経験や主観からというところか

と思うんですが、率直におっしゃっていらっしゃったのは、そんな甘くない

よというところでございました。 

当然、先ほどのお話ではないんですけどもこの南隅地域で見ますと、人口

が急減しております。私が調べた数値、古い数値で先ほど町長が新しい数値

をおっしゃっていただいたんですけども、2050 年とかになりますと両町で

合わせて恐らく 5、6 千人というふうな人口になるのかなというふうなイメ

ージですが、そのような、外的要因からしまして当病院のですね、この将来
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的な来院患者様に関して、今後どうなっていくのかということに関して 10

年後、20 年後、30 年後、来院患者、入院患者の皆様、そういったところの

推移と年齢構成といいますか、今もそうなんですがどのような構成になって

いらっしゃって今後、どのような推移をたどるのか、お示しいただきたいと

思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、現病院の年齢構成からお知らせ

いたしたいと思います。まず、令和４年度の実績では、外来患者が 20 代以

下が４％、30 代から 40 代が７％、50 代から 60 代が 27％、70 代から 80

代が 55％、90 代以上が７％となっております。次に、入院患者は、20 代未

満は 0.02％、30 代から 40 代が２％、50 代から 60 代が９％、70 代から 80

代が 54％、90 代以上が 35％となっているところでございます。 

久保議員がおっしゃるように、10 年後、20 年後、30 年後の来院患者、入

院患者の年齢の推移ということを申されましたけれども、肝属郡医師会立病

院再整備基本計画における事業収支計画にあたっては、患者の年齢構成は考

慮しておりません。推移をお示しすることはできないところですが、新病院

における医療機能や診療内容は、現在と大きな変化はないということから、

患者の年齢構成が大きく変動することはないものと考えているところでご

ざいます。以上です。 

○1 番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 はい、１番、久保君。 

○1 番  

久保議員 

今現在のそういった来院患者様、入院患者様の詳細の構成を示しいただい

たんですけども、やはりといいますか、その 20 代、30 代、40 代の方は非

常に少なく、やはりどちらかといいますと 5、60 から 7、80 の高齢者の皆

様がやはり多いのかなというようなところでございます。 

もうちょっとお時間も限られてるんですが、やはりそういったですね、い

ろいろ関係者の皆様からお話聞いてますと、３点目の質問なんですけども、

その最大の懸念点というところで皆さんおっしゃってたんですけども、この

肝属のみならず大隅全体、場合によっては鹿児島全域というふうな形でやは

りおっしゃっていらっしゃったんですが、この 10 年後、20 年後、30 年後

のこの南部地域のこの人口構成ではなく、当然今病院が新設されて早ければ

2026 年 27 年から開院というところでございますが、この病院を今のこの

20 代、30 代、40 代のそういった若い世代の皆様が今後継続的に利用し続け

るのかというところをやっぱり非常に懸念されていたところでございます。
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先ほど詳細に年齢構成を教えていただいたんですけど、やはり 20 代、30 代、

40 代の方々は、あわせても 10％いくか、いかないか入院の皆様に関してほ

とんどやっぱりいらっしゃらないというふうな現状から見ますと、そういっ

た方々この世代の皆様デジタルネイティブというふうな言葉もあるようで

ございますが、やはりこの条件の良い医療機関に関しては、主にこのネット

を通じて検索しまして条件の合うこの町内外のサービス、場合によっては、

県外も含めたそういった病院等も含めて、受診されていくというところで先

ほどの田代とか町内の在住の若い皆様のお話、やはり小児科、産婦人科とい

うところですともう鹿屋、場合によっては鹿児島というところもあるという

ふうなお話もされておりまして、やはりもう条件に合うというとこをすぐ調

べられていかれるというところでございます。当たり前の話なんですけど

も、そういった医療経営者の皆様、やはり経営の根底は入りを最大化し、出

を最小化するというふうな取組みを進められるわけですが、この事業計画を

立てるときはやはりこの真逆の入りを最小水準、すなわちお客様を最小水準

と、かかる経費等を最大水準検討する要諦であるというふうにおっしゃって

らっしゃったんですけど、結局、今の事業計画を見ますと、なかなか今後の

患者様の推移を見極めるであるとか外的要因も多々あるかと思うんですが、

そういった中で本当にそういった様々なシナリオを分析されて、感度分析と

いうふうな言葉を使いますが、それをされてその最適解に基づいてこの基本

計画を立てられたのかどうかというところでどのようなですね、こういった

来院患者様もはっきり申し上げて、ほとんどこの 2026 年の開院から 2055

年度まで、わずか 5 千人しか減ってないんですよね。で当然何といいますか、

高齢化が進むのそれ入院患者が増えるというふうな推定もあるかと思うん

ですけど絶対数として、例えば、町内の高齢化率は 40％だとしてこの人口

ビジョンでは 55 年で当然 50％超えて 60％近くなるんですけど、絶対数で

見るとこの数字が果たして本当に維持されるのか非常に懸念点があるとこ

ろでございます。 

ですので最後の質問になるんですけども、このシミュレーションどのよう

な形で検討されたのか、詳細はなかなかその今つくられた事業者がいらっし

ゃると思うんで答えづらいかと思うんですが、教えていただければと思いま

す。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。基本計画における事業収支計画では、

新病院の開院から、過疎債の償還期限である 30 年間の事業収支の試算を行

っており、試算の考え方としては現時点で診療報酬改定や医療制度改革とい
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った医療を取り巻く状況を予測することが困難なため、現在の制度が継続す

ることを前提に試算を行っているところでございます。 

一方で、患者数や病院の運営体制については、人口動態予測等に基づく医

療需要の減少に基づき、年々患者数は減少するものとし、それに伴い病院の

体制も段階的な縮小や医療から介護へ機能転換することを想定して試算を

行っており、併せて体制縮小に伴う職員給与費の減や医療機器等の更新等の

費用も見込んでいるところであります。このような考え方をもとに試算した

結果、今後想定される患者減による収益減に対して、病床の段階的な縮小等

による費用の減少で対応することにより、30 年間、おおむね安定した病院

経営が可能な計画になっているものと考えているところでございます。以上

です。 

○1 番 

 久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1 番 

 久保議員 

もうちょっとお時間はないので、また引き続きということになるかもしれ

ませんが、おっしゃるようにですね不確定要素はあるんですけど、まず確定

してる要素としては、とにかくこの地域の絶対的な人口が減るっていうこと

と、あと先ほどの若い方の今率直なお考えというところで、本当に町として

もいろいろ取組みを進めていらっしゃると思うんですけど、例えば 2040 年、

2050 年という年を見たとき、どれだけの方々がしっかりこの地域で頑張っ

ていられるか。地域の皆様、そして今の生産、現役世代の方々が恐らく病院

を利用されていくことになると思うんですけども、この医療の観点からだけ

のシミュレーションじゃなくて仮に今回移転をして新設するんですけども、

この地域を今後まさにその地域振興という観点から、この病院を全体でどう

利活用していくのか、そこのですね議論をしっかりしていかないと、当然お

客様というか患者様町民の皆様もそのどこの医療機関を受診するか皆様の

やはりご判断というか、その選択によるところであって、結局どんな商売も

そうですけどお客さん来ないと継続ができないんですよね。そこのところを

ですね議論がどういう形でされたのかなかなかこういった基本計画の中か

ら見えないので、そういった観点からこの病院が建ててこの長期に継続する

ためどういう施策を町として、この地域としてやっていくのか、ちょっとそ

こに関してですね、また引き続きちょっともう時間もないので、また次回の

質問になるかと思いますが、お聞かせいただければと思います。もうお時間

になりましたので質問終わらせていただきます。 

 （1 番 久保議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここで 10 分間休憩いたします。 
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 休憩 14：25 

再開 14：30 

○笹原議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、２番、久本君の発言を許します。２番、久本君。 

 （２番 久本議員 質問者席へ登壇） 

○２番  

久本議員 

では、告知に基づきまして質問させていただきます。 

まず、健康促進の取組みについて質問させていただきます。まず１番目で

す。一般的な寿命と別に健康寿命と言われるものがあります。健康寿命とは、

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間と定義され

ています。人口減少や高齢化が進む中、新たな取組みや持続可能な社会を形

成するためには、平均寿命と健康寿命の差を縮める必要があると感じており

ます。健康寿命を延ばす取組みの１つとして、運動があります。普段運動さ

れてる方はいいのですが、運動習慣の全くない人が運動を始めるためには、

動機づけや始めやすい環境が必要だと感じます。 

まず、気軽に始められる運動の中にウオーキングやランニングがあります

が、現在錦江町にはウオーキングコースが設けてありますが、場所によって

は街灯が少ない場所もあります。そこでコースの改善や街灯整備等、安全に

ウオーキングやランニングが行える環境づくりに取組む考えはありますか、

町長に質問をお願いいたします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えします。現在、大根占地区には、役場本庁を起

点とした、ウオーキングモデルコース１万歩コースですけれども、平成７年、

８年頃設定し、案内板やコース誘導板を整備してありますが、同様のコース

につきましては田代地区にはございません。大根占地区のコースで国道沿い

のコースは、歩道の段差等はありますが、街路灯が整備されておりますので、

夜間でも比較的利用しやすいと思います。一方、錦江園から塩屋までの海岸

コースについては、車の通りは少ないのですが、街路灯が設置されていない

箇所もあり、防犯上の観点からも案内板には昼間の利用を想定してコース設

定している旨を記載しているところでございます。 

また、本坊製材後の跡地付近から礒元自動車修理工場前までの区間は、一

部、コンクリート舗装が荒れており、雑草はコースを覆っている区間もござ

いますが、ここは本年３月、町道認定をして、本年度から順次改修をしてい

く予定でございます。 

現在、ウオーキングモデルコースは、あくまでも日中の明るい時間帯での
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利用を想定し、１万歩を目標として案内板等を設置しておりますので、日中

の暑い時間を避け、安全が保てる時間と場所を活用して、歩きにくい箇所は

迂回していただき、ご自分の体力に合わせた利用をしていただければと考え

ており、新たなコースの設定は現在のところ考えておりません。 

なお、運動習慣のない方々が、比較的取組みやすい運動を始めるためのき

っかけづくりとして、健康保険課及び介護福祉課が、運動指導士等を活用し、

誰でも参加できる健康運動教室を実施しており、家庭でも簡単に取り組める

運動の指導や相談も受けておりますので、引き続き健康運動教室の充実等も

しっかりと図ってまいりたいと考えているところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○2 番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2 番  

久本議員 

ありがとうございます。今のところですね、今のランニングコース等とい

うのは日中の利用を想定しているということだったのですが、やはりですね

どうしても生活様式の変化だったりとかですね、どうしても日中に取り組め

ない方というのもいらっしゃると思います。その中ではもちろんそのランニ

ングコース以外にも後で質問させていただきますけど、トレーニングルーム

の利用だったりとか、今町長の答弁にありましたトレーニング師等の対応と

いうものがあると思います。ただ、こちらがどうしてもですね認知という形

では、まだなかなか浸透してないのかなというふうに捉えますので、こちら

をですね町報ないし、特に今後、秋になるとスポーツの取組み等々あります

ので、こちら町報等でですね、認知・宣伝されて、町民の方により活用して

いただければと思います。 

それと関連しましてですね、やはり町内の中で管理してる施設等ですね、

なかなかまだ認知が薄いところもあるのかなと思います。例えば、前回一般

質問で挙げました武道館だったり、これ多分町内の中で武道館がどこにあっ

て、どういう使い方されるかというのもまだなかなか認知されてる方も少な

いですし、例えばサンドームだったりとかも予約をすれば、皆さん使われる

というのも、なかなか一般の方は認知されてないと思いますので、その辺り

の認知、あとスポーツ運動の利用活用に尽力していただければと思います。 

では、次の質問に移行させていただきます。現在行われている生涯学習の

中にもいくつか運動分野の教室があります。私も参加させていただいており

ます。しかし、先ほどの質問と同じくですね、時間やタイミング等で講座に

興味があっても、なかなか参加できなかった方もいらっしゃったんじゃない

かなというふうに感じております。そこでですね、先ほどの質問にも関わっ
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てきますが運動するきっかけづくりの一環として、町内にいらっしゃる、運

動やスポーツの指導できる方、それらから指導トレーニング等の受けたい方

ということをですね、個人の取組みであったりチーム活動、ワークショップ

等へつなげるために情報の集約だったり、情報の告知というような取組をす

る考えがないか、教育長のほうにご質問させていただきます。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

 （教育長 登壇） 

○畑中 

教育長 

それでは、久本議員の質問にお答えしたいと思います。生涯学習講座につ

いては、参加者のアンケートや生涯学習推進検討会議で出されたご意見、ご

要望をもとにですね教育委員会といたしまして質の高い生涯学習と自主的

活動の輪の拡大を目的といたしまして、町民が望まれる講座を開設できるよ

うに取り組んでおります。 

講座の講師については、町内の方を優先して講師を依頼しております。町

内で講師が見つからない場合は、近隣市町の方にお願いしているところでご

ざいます。また、講座のスケジュールで受けられない方がいらっしゃったと

いうことですが、大筋は講師の方が開校できる日程により決定しておりま

す。ただ、受講者の要望に答えるために開講式、本年度は５月の 30 日に行

いましたけども、開講式の分科会の中で、講師と受講者の話合いの場を設定

し、日程調整をしているところでございます。 

令和５年度の生涯学習講座では４つの運動系の講座を開設いたしました。

１つ目には、スクエアステップ＆ニュースポーツで楽しく健康増進講座、こ

れは８名の方が講座を受講してくださっております。それから、卓球講座 

７名、岡やんキック＆護身術講座７名、これが久本議員も参加していただい

ているんじゃないかなと思っております。ありがとうございます。キッズチ

ア講座 11 名を開設することができました。開設されたこれらの運動講座に

つきましてですけれども、卓球講座につきましては、令和４年度からの引き

続きの講座でございます。スクエアステップ＆ニュースポーツで楽しく健康

増進講座ほか２つの講座につきましては、アンケートで、要望が上がってい

たことからですね、講師を探して開校したところでございます。 

これらの生涯学習講座以外にも、町民が運動に親しむ機会をといたしまし

て、町スポーツ協会に所属する各専門部において、年間計画に基づき各種大

会等が、現在も実施されております。さらに、昨年度からは、各専門部が中

心となりまして、スポーツフェスタという形で取組みを始めました。これら

の専門部の活動を通して、チームや個人の愛好者の方々に運動の機会を提供
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しているところでございます。そのほか、フレンドリースポーツ大会という

形で、モルック、昨年度に引続きまして今年で２回目になりますが、なども

実施いたしまして、認知が進みまして、本年度は 24 チーム約 100 名の方が

参加していただきました。ありがとうございました。 

また、町内では、町の運動施設を利用していろんな運動やスポーツ活動さ

れている団体等がございます。このような団体等にご理解いただいた上で、

町のホームページ等で活動団体の紹介することは可能だと考えております。

このように活動団体の紹介、町スポーツ協会各専門部の活動を紹介すること

で、町内で運動やスポーツをするきっかけづくりを今後も情報提供してまい

りたいと思います。以上です。 

 （教育長 降壇） 

○2 番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2 番  

久本議員 

自分も生涯学習のほうでですね、キックボクシング以外にも写真撮影のた

めに、キッズチア、スクエアステップのほうを見学させていただきました。

どちらもですね、年齢に合わせてご自分のやりたい運動能力向上、あとは楽

しみという形で、とてもよい取組みだと思いました。ただ、やはり今答弁に

ありましたように、何回参加するとかですね、この一定の時間帯に参加する

という形になりますので、できれば、例えばその講師の方が極端な話１回、

この時間に何人集まったら教室ができますよというふうな形で、ホームペー

ジ等でですね、今、ご答弁ありましたように、対応できるのであれば、より

機会や取組むタイミングというのが増えていくのかなと思いますので、そち

らもあわせて対応していただければと思います。 

先ほどありましたスポーツフェスタのフレンドリースポーツですね、この

モルックっていうのを自分も２回ほど参加させていただきましたけども、体

を動かすという側面と、あとシンプルに楽しいという形で、これがより身体

能力にもそんなに差がなかったし、場合によってはある程度、距離を短くし

たりというその年齢、体力に合わせて対応できたので良い取組みだなと思い

ますのでまた今後、だんだんと認知がより広がっていけば町のスポーツの目

玉としても使えるんじゃないかと思いますので、引き続き取り組んでいただ

ければと思います。 

次、３番目の質問に行かせていただきます。現在、運動スポーツで利用さ

れている町内の施設管理や運営に対して要望、相談、問題等はないか、お聞

かせください。教育長のほうでお願いいたします。 
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○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。現在教育委員会で管理・運営している運動スポー

ツに利用される施設が体育施設が 20 箇所、それから学校開放、小・中学校

体育館施設 16 か所を含めまして、36 箇所ございます。これらの施設利用に

際しまして、令和４年度に町民の方から出されました要望や相談についての

ご相談ですけれども、主なものとして、まず、総合運動公園、川原グランド

の桜の木てんぐ巣病の処置とか、それから荒天時にも利用できるよう、サン

ドームの雨樋設置の工事と、それから総合運動公園周辺における楠木の落葉

に伴う伐採等などなどいくらからのご要望がございました。 

令和５年度に出されてます要望等については、田代武道館利用の申出があ

ります。長年、中学校剣道部や田代柔道同好会に利用していただいておりま

したけれども、ここ数年利用がなかったことから館内のトイレ清掃等が必要

であると思っております。そこで、６月補正において、清掃委託料に予算を

いただきました。また、剣道道具、個人の持ち物だと認識しておりますが、

いくつか残されていますことから、当時の剣道関係者のほうに連絡をいたし

まして、撤去等について今現在協議中でございます。 

問題等はなかったかというご質問でしたけれども、施設の利用申請の手続

における利便性の向上が考えられます。利用者から直接の要望は、教育委員

会のほうにはございませんけれども、若い世代の方におきましては、利用申

請がスマートフォン等でできたらいいのになというような形が感じており

ます。できるだけ利用しやすい方向でと考えております。教育課につきまし

ては、交流センター、それから文化センターも管理しておりますので、利用

申請手続の利便性の向上は、事務の簡素化にもつながるものだと思っており

ます。このことについて、今後、検討を進めてまいりたいと思っております。

以上です。 

○２番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○２番  

久本議員 

ありがとうございます。実際、運営管理もですね、施設管理も問題なくや

られてるというふうに私は思っているんですが、今、教育長の答弁がありま

した申請時の簡略化ですね。これが多分ですね、いくつか人を介したりとか、

もしくは対応したつもりが、ちょっと対応が抜けてたということがあると思

います。例えばですけども自分も経験したことがありますけれども、空いて

る時間帯が施設が空いてなかったりとか、あと、本来ここに鍵がある場所に
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鍵がなかったりと、利用時間が１時間ぐらいの利用であると、場所が遠いと

対応に30分かかると実際使えるのが30分になってしまうというような問題

で、場合によっては、利用してる人もこれだったらもう次は使わないという

ような、やる気がそがれてしまうものもありますのでせっかく良い取組みさ

れてますので、あとは先ほど教育長がおっしゃったように、事務の簡略化、

利便化というふうに進めていただければと思いますので、なかなか人員少な

くて、業務も多いと思いますけども、今の中でより良い形で改善していただ

ければと思います。 

では、次の質問にさせていただきます。現在、健康保険課でコンディショ

ニング教室を行ってますが、利用率や運営状況はどうか、お聞かせください。

町長、お願いします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えいたします。健康保険課では、鹿児島市のリセ

ットプラスと業務委託契約を締結しまして、中学生からおおむね 65 歳まで

を対象とした運動指導士による簡単なマッサージを交えて、その方の身体の

状態に応じたストレッチやトレーニング方法を指導するコンディショニン

グ教室を毎月第１、第２火曜日の午後６時 30 分から８時までの各 30 分を１

枠として、１枠１名、１日３名限定で、完全予約制で開催しているところで

ございます。 

令和２年度までは、月４回開催しておりましたが、令和３年度から介護福

祉課が所管する地域サロンでも、フレイル予防等を目的としたコンディショ

ニング指導を実施することとしたことから、一般の方に対する教室は月２回

に変更しておるところでございます。 

一般の方を対象とした教室は、令和３年度はコロナウイルス感染症の関係

で５回中止いたしましたが、20 回開催し、60 人枠に対して 51 人が利用、

１回当たり 2.55 人、利用率は 85％、令和４年度は 23 回開催し、69 人枠に

対して 57 人が利用、１回当たりの利用率が 2.48 人で全体利用率として

82.61％、令和５年度は８月まで 10 回開催し、28 人枠に対して 27 人が利用

し、利用率は 96.43％となっているところでございます。以上です。 

○２番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○２番  

久本議員 

ありがとうございます。利用率が高かったのがとてもよかったと思いま

す。やはりですねここも先ほどの話とはあるんですけど、やはり知ってる人

と知らない人っていうのが結構差がありまして、多分実際、自分もこれ２回
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利用させていただきますけどとてもよい取組みです。実際自分ちょっと腰痛

持ってるもんで、リハビリでそこの指導を受けながら、日々取組んでるとい

う形で活用させていただいております。ですので、利用率が高いので、いき

なりここ増えてしまっても対応が大変という部分もあるとは思うんですが、

やはり、先ほどと同じく、知らない人により知って町民の健康促進に活かし

てていただければと思います。ですので、例えばですけども、８月と９月の

ホームページのイベントカレンダーにコンディショニングの予定が入って

なかったので、こちらもまた入れていただいて、少しずつその辺りの認知、

告知というのを改善して、徹底していただければと思います。 

次の質問に行かせていただきます。交流センターのトレーニングルームの

利用について要望相談等はないか、また利用状況はどうか、町長、お聞かせ

ください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えします。総合交流センターのトレーニングルー

ムの利用につきましては、夜の閉鎖時間を現在夜９時から 10 時まで、１時

間延長することはできないのかというご相談が１件はございました。このこ

とを受け、現在夜間土日、祝日の受付の管理について、委託しているシルバ

ー人材センターに夜８時以降の利用状況や管理状況等についての意見を伺

いながら健康保険課で検討いたしましたが、費用対効果や管理運営状況を鑑

みて、現在の運用時間を維持することとしたところです。一般の方々の利用

状況につきましては、令和３年度は年間延べ 302 人、令和４年度は、年間延

べ 402 人となっています。そのほか、取扱い講習会や介護予防教室等で、令

和３年度は 391 人、令和４年度は 344 人の方に利用していただいていると

ころでございます。以上です。 

○２番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○２番  

久本議員 

ありがとうございます。こちらももう、ほかと同じです。やはり、知って

る人と知らない人がいるということで、自分もここ１年ぐらいですかね、こ

ちらのトレーニングルームの利用は遠のいてはいるのですが、ただ、やはり

設備も大分充実しておりまして、今回、また新しい機械が１つ入ってますし、

場合によっては簡単な軽めな鉄アレイっていうのも入ってますので、その辺

りの新しく導入されたのをきっかけに、また、町報なり、ホームページ等で

記事を書いていただければ、より目に触れる機会も増えていくんじゃないか

なと思います。 
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今回ですね、かごしま国体で 10 月で自転車の大会があったりとかですね、

様々なスポーツを観戦したり触れる機会も増えているとは思うんですが、そ

れで、イベントだけだとどうしても一過性のもので終わってしまう可能性が

高いと思います。そこで、興味を持ったタイミングで、自分事として取り組

める環境があれば、それはまた新たなその人の健康促進なり、楽しみにつな

がるかと思います。それがですね、できるだけ町の中に数が多く、受皿とし

てあればいいなというふうに考えております。 

今回もですね、１番最初に触れさせていただきましたけども、運動習慣の

ない方々が、少しでも体を動かすことでスポーツに関心を持つきっかけづく

りであふれるまちとして、高齢化率 65 歳以上になりますけど、高いですけ

ども、健康寿命も高い町というふうで、言われるようなまちづくりを目指せ

るような環境づくりに取組んでほしいと思います。以上で私の質問を終わら

せていただきます。 

 （2 番 久本議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここで５分間休憩をいたします。 

 休憩 14：56 

再開 15：02 

○笹原議長 休憩前に引き続き会議を開きます。次に、３番、厚ケ瀨君の発言を許しま

す。３番、厚ケ瀨君。 

 （3 番 厚ケ瀨議員 質問者席へ登壇） 

○３番  

厚ケ瀨議員 

お疲れさまです。雨が続くと災害や農作物への影響が心配されるところで

す。早速ですが、通告どおりに質問させていただきます。 

最初に、関西の町人会との交流促進についてです。１点目、まずコロナ禍

が一段落ついたとも言える中で、今後の町人会との交流はどうなっていくの

か伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。本町出身者などによる、会員相互の

親睦と郷里とのつながりを深めるために設置された町人会ですが、現在は、

東北北陸大根占町人会、錦江町関東大根占・田代会、関西大根占会、近畿田

代会及び鹿児島たしろ会の５つの団体があり、新型コロナウイルス感染症の

流行以前の令和元年度までは、各団体において、毎年盛大に総会が開催され、

本町からも、商工会をはじめとする関係者が出席し、様々な意見交換を行っ

てきたところでございます。 

本年度は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが２類相当から５
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類感染症に変更されたことに伴い、６月に錦江町関東大根占・田代会総会が

開催され、私と観光交流課長、商工会関係者を含む約 80 名が参加していた

だきまして、本町の取組みの紹介や会員様からの貴重なご意見をいただくな

ど、とても有意義な意見交換の場となりました。 

一方、関西の町人会組織でございます関西大根占会、近畿田代会につきま

しては、コロナウイルス感染拡大以降、私どもへのご案内をいただいていな

いことから、本年度まで開催されていないものと思われます。 

町人会では、遠く離れた地域で暮らしておられる本町出身者等の皆様と、

大切な架け橋として、また、本町の力強い応援団として大きな役割を果たし

ていただいておりますことから、町としましても、今後ともなお一層の交流

促進を図ってまいりたいと考えているところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

今、町長が回答にありましたように、ここ 2、3 年は交流会が開催されて

いないとのことでございます。お互いに連絡や協力がなされたらいいと思い

ます。実は私も大阪に兄がおりまして、この関西町人会の役員をしておりま

す。現状を聞いてみますと、昔は役員数が 20 人ぐらい、おられたそうです

が、最近では、高齢化のせいもあって、役員の数が６、７人の数だそうです。

会員数におきましては 200 人から 300 人いるようですが、はがきを出して

も、出席が少ない状況だそうです。ここ３年ぐらい町人会も、コロナの影響

で、執り行っておらず、ますます出席人数が心配されるそうです。 

そのような中、さんふらわあのフェリー会社では、志布志から大阪までの

往復券を１万円で販売する弾丸ライナーというイベントを行っているよう

です。そこで、町人会を盛り上げるよう、町内の参加者を募るために、広報

などを通じて、紹介するコーナーを大々的に行う考えはないか。伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。今議員が申されたとおり、関西、大

根占会もしくは近畿田代会のほうがですね、町人会を開催したい、会員を拡

大したいというようなことであられればですね、私どもは町報等だけでな

く、町のホームページであったり、ＳＮＳであったり、いろんな形でご協力

はさせていただきたいと思います。実際、いろいろと交流が関西の方々と私

どもも途絶えているということは、危惧しておりますので、ぜひともですね

私どもへの協力要請はできるだけ対応してまいりたいと思いますので、まず
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は、それぞれの組織で、小さくても結構ですので、スタートしていただけれ

ば、非常にありがたいというふうに思っております。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

今、町長の回答にありましたように、組織としての町はあんまり関与する

中での組織でなくて、向こうの関西における町人会の大根占であったり、田

代会であったりの組織からの、例年案内、町長なり、議長なり、商工会なり、

今まではなされていたようです。次に入ります。フェリーの件なんですが、

志布志から出て、船の中で夕食や大浴場を楽しんでもらい、翌朝大阪港に着

いて町人会に参加された後、その日の夕方、またさんふらわあに乗るという

ツアーだそうです。料金も安いので、町からも多くの人が参加してもらえた

らと思います。 

２番目です。次に、私も町人会に出席させてもらったことがありまして、

関西の町人会での販売品です。大根占の海産物が主であるが、田代産の品目

も増やす考えはないか伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。関西地区の町人会は先ほど答弁いた

しましたとおり、関西大根占会と近畿田代会でございますが、町人会での販

売品につきましては、主催者側が商品を決め、商工会に発注を行い、注文を

受けた特産品を商工会がまとめて会場へ発送しているところでございます。

関西で行われる町人会において、田代産の品目を増やす考えはないかとのご

質問ですが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和２年度以降は

中止されておりますが、令和元年度の販売実績等を見ますと、関西大根占会

では、大根占地区の丸ボーロやお茶などが 150 個、田代地区の商品では、さ

つま揚げなどが 125 個、また、近畿田代会では大根占地区のお菓子が 80 個、

田代地区のうんめもんの会の商品を中心に 585 個の商品が販売されるなど、

それぞれの地域の特性を活かした特産品が提供されているようでございま

す。 

販売品目を増やすことにつきましては、特産品のＰＲにもなり、有効的で

もあると考えられますが、やはりまずは町人会が開催されることがまず最優

先と、それと売場スペースとして、私どもがどれぐらい活用できるのか、そ

ういったところの詳細も教えていただくこと、それと当然過去に売れ残った

商品等もございましたということでしたので、町人会の皆様方とですね、開

催に至るとなった場合には、詳細に詰めさせていただければありがたいとい
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うふうに感じております。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

今、町長の回答にありましたように、私が参加したときも、大根占会場と

田代会場ということで、２箇所に特産物が置かれていました。別々に大根占

産、田代産っていうような感じで売られていたのかなという感じでした。 

続きまして、交流人口促進のために錦江町を会場とした町人会との交流は

できないか伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。現在の町人会総会は、それぞれの地

域で実施されているところでございますが、本町を会場とした町人会を実施

するとした場合に、滞在のための宿泊施設の確保や移動に伴う多額の旅費負

担などの問題等もございますので、現段階では非常に実現は難しいかなとい

うふうに考えているところでございます。 

しかしながら、先ほど申し上げたとおりやはり関西の方々も含めて、交流

をどんどん促進していくための取組み等は進めなければいけませんので、例

えば、毎年町内で行われている還暦同窓会など町出身者が一堂に会する場に

町の関係者が参加し、交流することは町人会会員の加入促進を図る上から

も、有意義であろうかなというふうに思います。主催者の皆様方から、その

ようなご相談を受けた場合は、商工会とも連携しながら、参画したいなとい

うふうに考えているところでございます。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

今の町長の回答とかぶるところがあるんですが、今後、コロナが一段落し

た後、関西大根占会においても、近畿田代会においても、10 月、来月ぐら

いに役員会、幹事会が予定されているそうです。会員数も減少し、出席者を

確保するために今、申し上げましたように同窓会を活用してもらうアイデア

も出されていると聞きました。これまでに２つの町人会に出席した中で、た

まには、ふるさとで交流ができたらいいのになという話も聞きましたので、

それができたら、きっと喜ばれると思ってでした。錦江町で開催されれば、

町人会の方たちも懐かしいふるさとに帰る理由にもなって、交流人口が増え

ていくものと思っております。町人会のますますの発展を願って、この質問

は終わります。 
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続きまして、さつまいも栽培農家への支援策についての質問に入りたいと

思います。まず最初に８月初めに来た台風６号やそのあと長雨に見舞われま

したが、現在のサツマイモの生育状況は、どのようなものか伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。ご質問にありますとおり、今年度は

長雨や台風６号の影響により、生育不良を心配しておりましたが、現在、収

穫が進んでいる早植えのサツマイモについては、平年並みの収穫量が確保で

きていると聞いております。他市町につきましても、基腐病による収量の減

少は、コガネセンガンなど従来品種で僅かに発生しているものの、ほぼ平年

並みの収穫ができているようでございます。これは、生産者の皆様がウイル

スフリー苗などの種苗管理を徹底していただいたこと、抵抗性品種の導入が

進みつつあること、前年度発生の多かった圃場を避けて植付けが行われてい

ることなど、防疫努力の賜物だと考えているところです。国、県などとも連

携して進めているプロジェクトでの啓蒙活動が、一定の成果を上げ上げてい

るものと考えているところでございます。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

今年の生育状況については生産農家の努力もあるんですが、私も台風６号

の後、８月 10 日過ぎでした。池田団地をはじめ、白井、安水、宿利原、才

原の帰り山団地などの圃場を回ってみました。その中で基腐病の病気がちら

ほら見えたところが安水や才原の帰り山団地でおかしいようなところが見

受けられました。収穫時期に今入っているわけですが、早く収穫できたら収

量についても品質についても、被害は少ないのかなと思っております。今後、

また雨の多い時期も続くかもしれませんので、役場からも早掘りを進めるな

ど、被害削減に努めてもらいたいと思います。 

２点目に入ります。国、県、町からの苗床や圃場などへの支援策の効果は

あらわれているのか。また、今後も新たな支援策を考えているのか伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。さつまいも基腐病対策については、

農業振興における重要課題として、本町でもできる限りの支援を行うととも

に、先ほども述べましたとおり、国や県と連携した対応策や実証圃を設置し

てその有効性を検討し、生産者の皆様にお伝えしてきた成果が出てきている

ものと考えております。 
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今後も国、県の支援策の導入に努めるとともに、持ち込まない、増やさな

い、残さない栽培の周知徹底を図り、実証結果や新しい防除技術を遅滞なく

生産者の皆様にお伝えし、収量の確保に努めていただくよう、お手伝いして

まいりたいと考えているところでございます。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

上げ場の台地で作付されている面積、サツマイモにおいては、200 町歩か

らということで、面積はあるんですが、鹿児島県は特に代議士森山先生、農

林大臣の力を借りながら、サツマイモ農家にとっては多分な支援を受けてい

ると聞いております。今後についても、努力をしていただけたらと思ってお

ります。 

これまで、さつまいも農家では基腐病の蔓延による大幅な生産低下や肥料

農薬をはじめ、多くの生産資材の高騰により、経営を圧迫しておりました。

今後、どのようにすればサツマイモ生産農家の耕作意欲が湧くものなのか。

また、行政からはどのような支援をしていけば農家の経営に少しでも役立つ

のか考えてみました。まず、圃場では、排水の悪いところは、多くの被害に

遭っているところから、排水対策について考えてみました。圃場の排水対策

として、暗渠を埋蔵する方法が有効と考えられますが、支援策など、何か考

えていませんか、伺います。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。排水対策については、枕畝を植えな

いとかですね、もう既に農家の方々がすごく実践していただいて、ほぼほぼ、

排水がとれるようになってきています。ただ、さらに圃場によっては、暗渠

を敷設したほうがより排水対策がいくのではないかというご意見もしかり

でございます。ただ、現段階では暗渠対策については土地改良の分担金の要

綱等を定めておりますんで、それは一部助成ではございますけれども、そう

いったもの等を既存の助成制度を活用していただきながら、圃場の精度を上

げていただくという方法はあろうかと思います。 

したがいまして、現段階で新たにですね、暗渠対策とか圃場対策というこ

とについては考えておりませんが、今ある補助事業等も活用していただきな

がら、よりよい圃場整備、圃場対策というのをしていただければ、よろしい

のではないかなというふうに感じているところでございます。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 
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○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

現在、排水対策に関しては、各農家の努力であったり、なされているとい

うことで、物によっては助成の方法もあるということでございます。今後、

支援のほうよろしくお願いいたします。 

最後の質問に入ります。３番目です。町の堆肥、きんこうまもるくんを中

心に共同研究中の堆肥の試供や研修費の一部を助成する考えがあるか、伺い

ます。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 厚ケ瀨議員のご質問にお答えします。今年度、土づくり支援センターで生

産している堆肥の高品質化の実証実験を行っておりますが、サツマイモにつ

いても試験栽培を実施することとしており、実証圃場に試験生産堆肥を投入

し、収量など従来型の栽培との比較を行う予定でございます。 

また、本町では、さつまいも基腐病対策に有効であるとして、国が新たに

登録した薬剤の購入支援補助の申請を県に行っているところです。 

なお、町としてはこれまでも錦江町さつまいも振興会に対し、研修などを

含む運営補助資金を支援しておりますので、独自の対策や研修についてなど

は、それらを活用していただいて、生産者の皆様で実施していただけるもの

と期待しているところでございます。以上です。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

はい。 

○笹原議長 ３番、厚ケ瀨君。 

○３番  

厚ケ瀨議員 

実際今年、土づくり実証圃を予定して、薬剤の助成等やっているとのこと

でございます。肥料代が高くなっています。良い堆肥をつくってもらいたい

と思います。研修費の助成があれば、また行政と一緒になって、いろんな生

産地への研修も今後大事になってくるかと思います。 

最後に今後も引き続き、さつまいも農家との情報交換などを行っていただ

き、基腐病への対応に努めていただきたいと思います。これで私の質問を終

わります。 

 （3 番 厚ケ瀨議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここで 10 分間休憩いたします。 

 休憩 15：26 

再開 15：33 

○笹原議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、12 番、落司君の発言を許します。12 番、落司君。 

 （12 番 落司議員 質問者席へ登壇） 
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○12 番  

落司議員 

それでは、通告に従いまして質問いたします。自治会は、同じ地域に住む

人たちで自主的に運営されている最も身近な住民自治組織です。 

防災、防犯活動などが地域の安全安心の確保につながり、清掃活動やごみ

の集積場所の管理により、生活環境の維持向上につながるなど、重要な役割

を担っています。そのため、自治会に加入することを当たり前のことと考え

る人がいる一方で、加入することに消極的な人もいます。 

また、ライフスタイルや価値観が多様化する現代社会では、自治会のよう

な地域に根づいた組織団体の必要性を疑問視する人も増えてきているよう

です。生活する中で、何ら頼ることなく安心安全に生活できるのであれば、

関わる必要、コミュニティに属する必要もないかとは思いますが、つながる

ことで得られる安心、安全、間接的なものかもしれませんが、間違いなく存

在すると考えます。 

人口減少や少子高齢化は、一段と進行していくからこそ、自治会の存在が

重要であるのにそれがゆえに、維持していくことが難しくなってきていま

す。そのような中で、これまで自治会からどのような相談等があったか、お

尋ねします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。現在、町内には大根占地区 51 自治会、

田代地区 37 自治会の計 88 自治会が組織されております。各自治会からのご

相談やご要望等につきましては、毎年、自治会長会の開催時に調査を行うと

ともに、随時受付けているところでございます。 

令和５年度は 12 の自治会から相談や要望等が寄せられたところでありま

すが、そのうち、町道等の路面補修や拡幅、側溝改修、街路樹の伐採等が

18 件で、全体の 75％を占めているところでございます。 

そのほかには、空き家対策に関するもの、防犯灯やロードミラー設置、そ

れから公民館の改修等に関するものなどがございました。自治会から寄せら

れた要望等につきましては、各課で対応可能なものから改修等を行っている

ところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

様々な相談があったということなんですけれども、これは自治会長会で、

その場で聞き取りができるような形にしているのか、それとも紙面で出すよ



- 73 - 

 

うな形になっているのか、その辺をお聞かせいただきたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 まず４月の自治会長会において、最近コロナ感染の関係で、懇親会等が設

けられないということが１つと、それから時間短縮を図るということで、役

場からの説明もほぼない状態にしております。 

したがいまして、担当者のほうから事前に各役場に対する要望等を聴取

し、そしてそれを担当課長のほうからペーパーを準備して、説明するなり配

布するなりという形をとっているところでございます。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

コロナ関係のこともあるということと、時間の効率化というかですね、そ

ういった形で紙を使ってのやりとりが主になるとは思うんですけれども、自

治会長さんからですね、やっぱり書くっていうことを抵抗があるっていう、

その場で言うほうが早いという方もいらっしゃる中で、そういう場に参加さ

せていただいたのに、質問がもうちょっとしたかったのにできなかったって

いうようなことも聞いたりしますので、やはりその辺は、当然のことながら

紙でのやりとりのほうが、聞き漏らしとか、情報を正確に捉えるっていう観

点では、もうそちらのほうがいいのかもしれませんけれども、やはりそこに

抵抗感を持たれる方もいらっしゃるっていうことを考えたときに選択肢と

して、やはり両方ともあるのが必要なのかなというふうには思いますが、そ

こら辺は柔軟に対応していただきたいと思うんですが、その辺はどうでしょ

うか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。私の答弁の仕方がまずくて誤解をされ

たかというふうに思いますが、年に１回の４月の自治会長会でそういった形

をとっておりますが、随時で自治会長さん方から電話が来たり、それから、

直接来訪いただいて、ご要望いただくことについては、しっかりとそれで対

応させていただいておりますので、それが自治会長さん方に随時、いろんな

ご相談等があった場合に役場のほうにお知らせくださいというのが、周知が

足りないということでございますればですね、さらにそこあたりは、今後の

課題として、しっかりと周知してまいりたいと思いますので、どういった形

であってもですね、自治会の皆様方がしっかりと町と住民さんをつなぐ１番

の架け橋でございますので、そこはいろんなツールを活用していただきたい
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なというふうに感じているところでございます。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

私の理解不足もあったのかなと思いますけれども、今後もですね柔軟な対

応をしていただきたいというふうに考えておりますので、お願いいたしま

す。 

次の質問に入らせていただきます。自治会への加入世帯が減少していく中

で、会費の支払い、仕事や活動等の両立や役員等を任されるなど、そういっ

たことを負担に感じるといったことから、未加入世帯も見られます。 

そこで、未加入世帯に対しまして、加入促進の取組みも含めどのような対

応をしているのか、お伺いいたします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。議員がご指摘いただいたように自治会

組織は、住民同士の絆づくりや地域の環境美化活動など、同じ地域に住む

方々が住みよい地域づくりのために相互の助け合いを基本に活動を行って

いる任意の団体でございます。 

町内における本年８月現在の自治会加入状況は、全世帯加入している自治

会が９自治会、９割加入が 15 自治会、８割加入が 35 自治会と全体の 67％

が自治会加入者でございます。未加入世帯は町全体の3,220世帯中509世帯、

率として 15.8％となっているところでございます。 

自治会への加入案内につきましては、転入や転居手続をされる方に対しま

しては、住民窓口において新しい自治会長の連絡先を記した書面を渡し、必

ず連絡するよう依頼しているところでございます。 

しかしながら、現状としましては自治会に加入していただけない方もいら

っしゃいますことから、今年度１０自治会の自治会長さんの代表で組織され

る自治会長連絡協議会理事会において協議を行い、自治会の活動内容をまと

めたパンフレットを町と共同で作成し、対象者に配布することとしておりま

す。現在、作成中でございます。自治会への加入は強制できるものではござ

いませんけれども、自治会組織は行政と住民をつなぐ役割を担っているとと

もに、まちづくりの大きな力となっておりますことから、今後も加入促進に

関する取組みを継続して考えてまいりたいと考えております。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 



- 75 - 

 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

加入促進をしていただくということで、今後そういうパンフレットをつく

ってそういう方々に配布していただくっていうことだったんですけれども、

自治会未加入の方に対しても必要最低限の情報はお送りするなり、何か渡す

なりという形で対応されていると思うんですけれども、やはりその封筒だっ

たり、文書をお渡しする際にも、しつこいぐらいにというか、何度も目にす

るような形で、やはりそこの働きかけというのも必要になってくるのではな

いかなというふうに思いますが、その辺に対しての取組みはどのように考え

ていらっしゃいますか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。おっしゃるようにできるだけ、自治会

に加入していただきたいというのは私どもも自治会長さん方も同じお考え

かと思います。自治体によってはですね、ごみ収集をしませんよとか、そう

いう自治体もございます。ただし、私どもは当然任意団体である自治会に未

加入者であっても、最低限のライフラインについては、未加入者であっても

それは出してくださいというようなこともしております。 

それから、行政文書については、直接郵送させていただいているのが現状

です。ただし、告知文書等がなかなか手元に行かないというのもございます

ので、これは自治会の方々ともあわせてですね、粘り強くいろんな機会を通

じて、自治会の活動の意義だったり、自治会の組織のやっぱり意味合いとい

うものをしっかりとお伝えしていくことが、私どもの務めかというふうに思

いますので、事ある機会を通じて、自治会加入のあっせん等は進めてまいり

たいというふうに感じております。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

今ですね答弁がありましたように、任意でありますので、自治会の方々も

強制ではないので、参加されてないからごみ収集所使ったらいけないとか、

何か有事があったときに、助けないってそういう気持ちはない、だからこそ、

もやもやがすごい残るっていうこともおっしゃってますので、やはり地域の

方々の働きかけもなんですけれども、行政からの働きかけっていうのもやっ

ぱり大事になってくると思いますので、その辺の取組みっていうのはです

ね、十分に今後もしていただきたいということと、あとやはり今の時代に合

わない運営の在り方っていうのも、いろんなところで見直しがされてらっし

ゃいますので、もう一度自治会のほうにもですね何か今までの運営で大丈夫
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ですか、もっと関わりやすい運営の仕方はないでしょうかっていう形で、自

分たちの組織を見直す機会もですね、ちょっと問いかけではないですけれど

も、することによって、もっと加入しやすい組織づくりができるのではない

かなと思いますので、そういった働きかけも自治会側にしていただきたいな

というふうに思いますが、その辺に関してはどういうふうに捉えてますでし

ょうか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員おっしゃるように多様化する社会ですので、当然従来型の地縁組

織ではなくなってきているのも実態としてあるのかなというふうに思いま

す。自治会によっては、例えば賛助会員みたいな会員制度を作ってらっしゃ

るところもありますし、また、高齢者の方々からはもう何歳以上は会費をい

ただかないというところもあるようです。 

したがって、私どもも自治会長連協の理事会の皆様方と今後も継続して協

議しながら、どういう形が最終的にといいますか、自治会運営として、お互

いにウィンな関係が持てるのか、そこは継続して協議をしてまいりたいなと

いうふうに思います。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

やはりですね、積極的に取組んでいらっしゃって、それが効果的に働いて

いるっていうところの取組みっていうのもですね、自治会長さんによって

は、その情報が取りやすい方、取りにくい方って様々であるかなというふう

に思いますので、そういった形での自治会運営でもこういった取組みがある

んだよっていうのを会長さん方々が知る機会っていうのもしっかりと設け

てもらいながら情報共有をしていただきたいなというふうに思います。 

では、次の質問に入らせていただきます。地域担当者制度は、地域の課題

解決や将来に向けてのビジョンづくりに職員が地域に出向いて、住民と行政

の協働のまちづくりを推進することを目的とし設置された制度です。地域と

行政のパイプ役、地域づくりのコーディネーター的な存在になりますので、

いるとありがたい存在であろうと考えます。そこで、地域担当者制度につい

ては、どういった状況にあるのでしょうか。また、今後の在り方についてど

のように考えているのか、お尋ねします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。議員がご指摘いただいたように平成 22
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年５月から地域担当職員制度というのを開始しております。 

10 地区の公民館や町職員が居住していない自治会について、地域からの要

請があれば、地域担当職員を配置し、地域課題の解決や将来に向けての地域

計画づくりを進めることにより、地域住民と行政による協働のまちづくりを

推進するための制度でございます。 

職員を配置した当初は、道路や交通安全、地域生活に関する相談等が多く

寄せられましたが、徐々に相談件数も減少し、配置要請もなくなってきたこ

とから、現在では地区公民館、自治会とも地域担当職員の配置は行っており

ません。 

また、地区公民館への地域担当職員の配置につきましては、第３次錦江町

行政改革実施計画で廃止が打ち出され、令和２年度をもって廃止をしたとこ

ろでございます。 

一方、現状としましては各地区公民館の主事や会計といった役員について

は、出身者である町職員が協力し合い、公民館行事などの地域活動が円滑に

行えるよう、その役割を担ってくれているところでございますので、町職員

においては、今後もこのような形でのまちづくりへの参画を継続していただ

きたいと思っております。 

なお、自治会からさらに地域担当職員についての配置要請等がございまし

たならば、配置について検討してまいりたいというふうに考えております。

以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

公民館、そして自治会へのそういった配置は、一応廃止という形のところ

をとっていて、要請があればまた配置をするという形で、今、答弁いただい

たんですけれども、結局要請をするってなったときにその制度自体を知らな

ければ、結局要請もできないのかなというふうに思ったりもするのですが、

廃止をしてても、要請をしたら対応するのであれば、やっぱり制度として残

ってるわけですので、であればそこの周知の部分っていうのは、し続けない

といけないのかなというふうに思っております。 

その自治会の状況であったりとか、あとその自治会長さんの捉え方であっ

たりで、やっぱりその状況というのはずっと変わってきますので、年々。で

あればその制度を活用するっていうところが１つ残ってるのであれば、やっ

ぱり自治会長さんたちへ一応その制度があるということを周知しなければ

当然要請は出てこないと思いますので、やはりそこの部分っていうのは、ち

ゃんとつなげておかないといけないのかなというふうに思うのですが、その
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辺についてはどう考えますか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。まず、職員の顔としては役場の職員と

いう地方公務員の顔と地域住民という顔の２面性を持っているものです。 

先ほど私が答弁しましたように、今、各地区公民館の主事でありましたり会

計であったり、それから、それぞれの自治会の役員であったり、そういった

ことを職員が積極的に取り組んでくれているという実態から、地域担当職員

への要請がなくなったものであろうと。逆に職員の活動が成熟してきている

っていうのを私としては評価しているところでございます。 

ただ、議員おっしゃるように要請したいけど制度を知らなかったらどうし

ようもないじゃないかという話ですが、もしそういった自治会運営ができな

いということであればですね、全然私どもは、それを自分たちでそれを積極

的に周知しないというわけではございませんので、例えば、自治会運営とし

て、こんなことを困ってるのよ、と。まずはその職員を配置するということ

よりも、自分たちの地域活動の中で困りごとがこういったことがあるのよっ

ていうところをしっかりと自治会長さん方と連携しながら、進めていくのが

私どもの務めかなというふうに思います。 

事例で１件申し上げますと、自治会として４世帯になって廃止された自治

会がございました。最初はもう自治会としての機能をなさないので、自治会

の配送文書もやめてくれというようなことでございましたけれども、その地

域の代表といいますか、方からですね、やっぱり町の文書を自治会という組

織にはならないけれども、自分が役割を担うからというようなお申出もあっ

てですね、今自治会長文書として、文書を発送しているところもございます。 

機能としてどういうふうに自治会のコミュニティを醸成していくのかが、

私どもの務めでもございますので、自治会長連協の中でも自治会長さん方に

も何か地域課題としてあることであれば、ぜひその組織というわけではなく

てですね、積極的に申出をしていただければ、それなりの対応をとっていき

たいというのを私どものスタンスでございます。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

当然のことながら、職員の方々が地域で地域活動をしていらっしゃるとい

うことは重々に承知しておりまして、町長の今の答弁で、町長の考え方も、

理解する、要は困ったんだったら、まずは役場に来て相談しろというところ

なのか、相談してそれを解決する１つの策として、制度もありますよってい
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う提案の仕方なのかなというふうに私的には感じたんですけれども、やは

り、何があるっていうことを住民の方々が知ってるっていうことも、１つ大

事なことだとは私はやはり思いますので、何か入り口として必ずどなたかに

そういう相談に来るっていうことがあるからこそ、この制度自体も生きるっ

ていうのは十分承知をした上で、やはり周知っていうのは、私的には大事な

のかなというふうには思いますので、やはりそこの部分っていうのは大事に

してほしいというかやってほしいなと思いますけれども、多分ここはずっと

水かけ論になるかなと思いますので、そこを私はやはり皆さんが知る機会を

持つっていうことを大事にしたいなというふうに思ってここの質問は終わ

らせていただきます。 

では、最後に入ります。特に高齢化率の高い小規模自治会などにおいては、

維持していくためには、人的支援は必要不可欠であろうかと考えます。総務

省の集落支援員制度ですが、地域の実情に詳しく集落対策の推進に関してノ

ウハウ、知見を有した人材が、自治体から委嘱を受け、市町村職員と連携し

集落への目配りとして集落を巡回、状況把握等を実施します。 

また、この制度については、総務省より財政措置もなされているようです。

そこで、この集落支援員制度の活用についてどのように考えているかお伺い

いたします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。集落支援員制度は、地方自治体が地域

の実情に詳しい人材で、集落対策の推進に関してのノウハウや知見を有した

人材に委嘱をするもので、その役割は集落の目配りとして、集落の状況把握、

集落点検の実施、住民と住民、住民と行政の間での話合いの促進等を図るこ

ととされております。本町において当該役割の一部は自治会長さん方に担っ

ていただいていると考えておりますが、地域のサポーターとして集落支援員

を活用する自治体も増えてきていることから、今後、集落支援員の設置や自

治会の在り方等について調査研究は進めてまいります。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

先ほどは地域担当職員制度のことを提案させていただきながらも、どこか

職員さんの負担も増えてくるっていうのも、職務として動いていただくこと

となったとしても、やはりそこの負担も増えてくるっていうことも、少し心

配でもあるというところは本音でありましてってなれば、こういった地域の

ところに根づいた方が、しっかりと地域のために動いていただく制度ってい
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うのを活用するっていうのは非常に大事なことではないかなというふうに

思っております。 

今、調査を進めていくっていうことで答弁がありました。以前、私の記憶

であれば、行政改革の中で公民館が補える自治会支援制度の検討ということ

も言葉があったように思うんですが、それも踏まえて、今後、調査を進めて

いくのかお聞かせいただきたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。まず、行革委員会の中で、私が答弁し

たことかと思いますが、公民館自体が人口が減ってくるなか、それぞれの地

域コミュニティを先ほどの久保議員のご質問にもありましたように、小学校

単位でより効果的に運営していく必要もあるのではないかなと。そうしたと

きに、公民館という組織が各自治会を支援する形になれば理想だなというふ

うな答弁した覚えがございます。 

ただ例えば、子ども会組織等については、ほぼほぼ単独ではなくて、地区

の公民館単位で運営しているところはございますので、そういったなかでは

公民館が補えるところの地域組織になりつつあるかなというふうに思って

いるところです。 

今後、この集落支援員の調査研究につきましては、やはり現在、専任の方

よりも兼任の方のほうが多くなっていると。年齢層にしても、60 代以上の

方が、集落支援が多くなっているということであれば、これまで地域活動を

していただいている方をさらにもう１つ集落支援員として、地域計画をつく

ったりとか、そういったご支援をしていただくという形になろうかと思うん

ですけれども、ただですね、やはり現状の国語読みだけで、集落支援員とい

うものを見たときに、もう少し工夫が必要なんじゃないかなと。町全体を捉

えて、もしくは公民館単位ぐらいで捉えていく必要があるのではないかなと

いう私のちょっと懸念がございましたので、もう少しお時間いただいて、有

効的な集落支援員という制度が１つの活躍できる地域があればいいなと思

っておりますので、もうしばらくお時間をいただければなというふうな考え

方で答弁した次第でございます。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  

落司議員 

もう今答弁いただきましたけども、そこの地域の実情に応じた形での運営

の仕方っていうのがやっぱり求められるのかなと思います。やはり自治会っ

ていう組織が、１番身近なコミュニティだったとしてもそれが果たして機能
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するかしないかっていうのも、地域によって異なってきているということが

あるかと思いますし、その地区公民館がサポートしたほうがうまくいくとこ

ろ、そういったところも今後、町内においてもいろんな地区によって、在り

方が変わってくるのかなというふうに思います。 

そういった中で町として、それをどういう形に今後、デザインというか、

していこうかなっていうふうに思ってらっしゃるのか、最後にお聞かせいた

だきたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。まず、公民館が補える部分についてで

すが、私も以前、まちづくり懇談会ではなかったですが、職員時代にある地

区の公民館の会議に参加させていただいたときに、自治会長をすることにな

ると今度は公民館の役員もセットで入ってくるというようなことでですね、

自治会をもう抜けたいというようなお話もあったりしてですね、そういった

場にも遭遇したこともございますので、やはり地域地域の在り方というの

は、やっぱりよく慎重に見なければいけないのかなと。 

それからまちづくりのデザインとして集落支援員の捉え方というのは、や

はり公民館単位なのか、町全体としての課題解決なのか、もっと幅広に視点

を地域計画とかそういう型にはまったものではなくて、例えば今回、半下石

で実施していただきました、下駄履きヘルパー制度、これは大原自治会にな

りますと、子ども食堂に代わっています。なので、その自治会の雰囲気、そ

れからその意識の具合によっていろいろ変わりつつあります。でも、そうい

った活動の場をどういうふうにコーディネートしていくのかっていうのが、

集落支援員であろうかと。それを既存の役職員の方々を地縁があるからとい

うことでお願いしますというのは、少々やっぱりハードルを上げてしまうか

なと思っておりますので、例えばの話ですけども、地域おこし協力隊をどん

どんもう少し採用していって、地域おこし協力隊の活動の場としてですね、

町全体をコーディネートする中での、１つの集落の支援というような形もデ

ザインとしてはあるのかなというふうに思っております。 

まだ考えが整理できておりませんので、今後、今年度中には何とか整理を

してですね、集落支援員の活用の在り方についても考えていきたいというふ

うに考えているところです。以上です。 

○12 番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12 番、落司君。 

○12 番  今年度中にいろいろと整理をしていただいて、少し見えてくるのかなとい
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落司議員 うふうに感じましたので、高齢化っていうのはもう当たり前ですけど、どん

どんどんどん進んでいって、そのコミュニティが維持できるかどうかってい

うのもやはり、そこにいる方たちだけではなくて、やはり周りがどのように

関わるかっていうことでも変わってくるのかなと思います。やはり年を重ね

てくるとその判断っていうことも、やはり億劫になるっていう傾向があるよ

うに感じますので、やっぱり余力があるときに、それなりの判断をして、進

むということが大事なのかなというふうに思いますので、やはりまだ今、既

存維持できてる状況の中で、関われる人達がうまく関わってそこの在り方っ

ていうのを決めていただければなというふうに思いますので、そういった形

で地域にもしっかり今後も携わっていただいて、地域の在り方っていうのを

見いだしていただければなというふうに思います。これで質問を終わらせて

いただきます。 

 （12 番 落司議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 これで一般質問を終わります。 

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。次の本

会議は９月の 27 日の予定でありますので、申し添えておきます。 

 散会 16：06 

 

 


